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Ⅰ 上水道事業の概要

１．水道事業のあゆみ

本企業団は斐川村と宍道町の共同事業により、昭和 年 月に厚生大臣から広域簡

易水道事業の認可を受け、斐伊川右岸の斐川町大字出西７６２番地付近に取水井２本を

水源として第１配水池（出西 ㎥）第２配水池 佐々布 ㎥）を設置し、計

画給水人口 人、一日最大給水量 ㎥とする
斐川村

宍道町水道組合を発足させて、昭

和 年 月 日から供用を開始しました。

第１期拡張事業は、計画給水区域外の住民の熱望により昭和 年に新たに宍道町の

小松、浜の二地区を給水区域に加え、第３配水池 白石 ㎥）を設置して計画給水人

口 人､一日最大給水量 ㎥へと増強しました。

また、昭和 年には玉湯町 ㎥ 月 へ､そして昭和 年には平田市（一日最大

給水量 ㎥）へそれぞれ分水を開始しました。

そして、昭和 年代に入ると著しい生活水準の向上に伴って家庭用水の水需要量は

飛躍的に伸び、給水戸数 戸、使用水量は ㎥になりました。加えて工場進

出などによる産業用水も急増して計画給水量を突破するようになったことから、昭和

年から第２期拡張事業に着手し、今後の水需要増にも対応できるように取水井 本

の新設と第４配水池（出西 ㎥）、第５配水池（佐々布 ㎥）を設置し､

一日最大給水量を ㎥に増加させ、昭和 年に完成しました。

さらに､玉湯町への分水増量と宍道町内の安定供給を図るため、昭和 年に来待バイ

パス線配水管布設事業､倉敷受水槽 ㎥ 建設事業にも着手しました。

昭和 年からは目標年次を昭和 年として、給水人口 人、一日最大配水量

㎥とする第３期拡張事業に着手しました。これは、新たな給水区域として宍道

　　　町佐々布､白石､来待で９地区を編入すると共に、取水量を確保するため６番目の取水井

　　　の建設､第６配水池（直江町 ㎥）の設置､導水管の布設、分水量増加に伴う送水

　　　管の布設等を施行し、昭和 年 月に完成しました。この結果、分水量も玉湯町へ

㎥ 日、平田市へ ㎥ 日分水できるようになりました。

その後、より高水準な水道をめざして平成２年から増補改良事業に着手し、石綿セメ

ント管の布設替え、第２取水井の更新、災害時の対策と水圧不足地域解消のための第７

配水池（荻田 ㎥、 ）の築造、併せて緊急遮断弁の設置を行い、第１

期増補改良事業は平成 年度に完了しました。

引き続き、２１世紀においても「安全でおいしい水の安定供給」を続けるため、平成 年度

から更に ヵ年計画で第２期増補改良事業を計画し、残る石綿セメント管の更新や第８配水

池への送水管の布設、第４取水井の更新を行い、平成 年度からは、送水ポンプ棟の建築、

電気機械設備の新設、第８配水池の築造、除鉄除マンガン濾過施設の新設、次亜塩素滅菌

設備の新設、紫外線照射施設等の整備を進め、平成 年度に完了しました。

さらに、平成 年 月には宍道町５地区簡易水道事業、平成 年 月には大黒山

麓地区簡易水道事業、平成 年 月には阿宮地区簡易水道事業、島村地区簡易水道事

を統合しました。
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２．令和元年度の事業概要

今年度は給水人口、給水件数が増加となりました。その結果、給水収益は 千

円となり前年度と比較して 千円の増加となりました。

収益的収支（消費税及び地方消費税抜）は、収益が 千円、費用が 千円で差引

千円の純利益となり、引き続き黒字決算となりました。

（業務の状況）

今年度の給水件数は 件で前年度と比較して 件 増加し、給水人口は

人で前年度と比較して 人（ の増加となりました。

年間総配水量は前年度と比較して ㎥ 増加して ㎥となり、年間

総有収水量は ㎥で ㎥ の増加となりました。新築住宅や集合住宅

の増加により、一般家庭の使用水量が増加したことが主な要因です。

なお、有収率は ％であり、前年度より減少となりました。

（財政の状況）

収益的収支（消費税及び地方消費税抜）については、収益は前年度と比較して 千円

増の 千円、費用は前年度と比較して 千円 増の 千円となり

千円の純利益となりました。

収益については給水収益の増により増額となりました。また、費用については委託料、

資産減耗費の増などにより増額となりました。

次に、資本的収支（消費税及び地方消費税込）については、収入が 千円（企業債

千円、工事負担金 千円、負担金 千円、他会計負担金 千円、工業用

水道事業への長期貸付金返戻金 千円）となり、支出は 千円（建設改良費

千円、企業債償還金 千円）となりました。

なお、資本的収支の差引不足額 千円については、消費税資本的収支調整額、

損益勘定留保資金で補填しました。

（一般拡張・改良工事）

これまでの懸案事項であった赤水解消に向け、出西水源地において除鉄・除マンガン

施設を整備しました。

また、斐川町内で５ヵ所、宍道町内では２ヵ所の老朽管改良工事等を行い、配水施設

の機能向上を図りました。その他、公共事業に伴う支障移転工事２件を行いました。

今後は管路更新計画（アセットマネジメント）を精査し、計画的に施設更新を行なっ

てまいります。

将来的に、給水人口の減少や節水意識の浸透、節水機器の高機能化と普及により使用

量は微減傾向を示しながら推移し、水道使用料の大きな増加が見込めないことが予想さ

れるため、今年度策定した「水道事業ビジョン」を指針とし、引き続き計画的かつ効率

的な事業運営を行ってまいります。

３．上水道の推移

（１）事業の実施状況

事業名

項 目
創 設 第 １ 期 拡 張 事 業 第 ２ 期 拡 張 事 業

認 可 年 月 日 昭和３４年１２月１１日 昭和３９年 ３月３１日 昭和４５年 ３月１３日

計 画 給 水 人 口 ２８，０００人 ２８，６００人 ２８，６００人

計画１日最大給水量 ４，６２０㎥ ４，７７０㎥ １１，３００㎥

１人１日最大給水量 １５０Ｌ １５０Ｌ ３８０Ｌ

着 工 年 月 日 昭和３５年 ２月１８日 昭和３９年 ８月２７日 昭和４５年 ６月１９日

竣 工 年 月 日 昭和３７年 ３月３１日 昭和３９年１１月３０日 昭和４８年 ３月２５日

事 業 費 ２２８ １２９千円 ８ ２３０千円 １７６ １４５千円

主 要 設 備

＊取水施設

取水井 → 井

導水管 ∅

＊送水施設

ポンプ →４台

送水管 ∅

＊配水施設

配水池 →２池

第 配水池

㎥

第 配水池

㎥

配水管 ∅ ～∅

＊送水施設

送水管 ∅

＊配水施設

配水池 →１池

第 配水池

㎥

配水管 ∅ ～∅

＊取水施設

取水井 → 井

（№３・№４・№５）

導水管φ ｍ

＊送水施設

ポンプ →４台

送水管 ∅

＊配水施設

配水池 →２池

第４配水池

㎥

第５配水池

１ ㎥

配水管 ∅ ～∅
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２．令和元年度の事業概要

今年度は給水人口、給水件数が増加となりました。その結果、給水収益は 千

円となり前年度と比較して 千円の増加となりました。

収益的収支（消費税及び地方消費税抜）は、収益が 千円、費用が 千円で差引

千円の純利益となり、引き続き黒字決算となりました。

（業務の状況）

今年度の給水件数は 件で前年度と比較して 件 増加し、給水人口は

人で前年度と比較して 人（ の増加となりました。

年間総配水量は前年度と比較して ㎥ 増加して ㎥となり、年間

総有収水量は ㎥で ㎥ の増加となりました。新築住宅や集合住宅

の増加により、一般家庭の使用水量が増加したことが主な要因です。

なお、有収率は ％であり、前年度より減少となりました。

（財政の状況）

収益的収支（消費税及び地方消費税抜）については、収益は前年度と比較して 千円

増の 千円、費用は前年度と比較して 千円 増の 千円となり

千円の純利益となりました。

収益については給水収益の増により増額となりました。また、費用については委託料、

資産減耗費の増などにより増額となりました。

次に、資本的収支（消費税及び地方消費税込）については、収入が 千円（企業債

千円、工事負担金 千円、負担金 千円、他会計負担金 千円、工業用

水道事業への長期貸付金返戻金 千円）となり、支出は 千円（建設改良費

千円、企業債償還金 千円）となりました。

なお、資本的収支の差引不足額 千円については、消費税資本的収支調整額、

損益勘定留保資金で補填しました。

（一般拡張・改良工事）

これまでの懸案事項であった赤水解消に向け、出西水源地において除鉄・除マンガン

施設を整備しました。

また、斐川町内で５ヵ所、宍道町内では２ヵ所の老朽管改良工事等を行い、配水施設

の機能向上を図りました。その他、公共事業に伴う支障移転工事２件を行いました。

今後は管路更新計画（アセットマネジメント）を精査し、計画的に施設更新を行なっ

てまいります。

将来的に、給水人口の減少や節水意識の浸透、節水機器の高機能化と普及により使用

量は微減傾向を示しながら推移し、水道使用料の大きな増加が見込めないことが予想さ

れるため、今年度策定した「水道事業ビジョン」を指針とし、引き続き計画的かつ効率

的な事業運営を行ってまいります。

３．上水道の推移

（１）事業の実施状況

事業名

項 目
創 設 第 １ 期 拡 張 事 業 第 ２ 期 拡 張 事 業

認 可 年 月 日 昭和３４年１２月１１日 昭和３９年 ３月３１日 昭和４５年 ３月１３日

計 画 給 水 人 口 ２８，０００人 ２８，６００人 ２８，６００人

計画１日最大給水量 ４，６２０㎥ ４，７７０㎥ １１，３００㎥

１人１日最大給水量 １５０Ｌ １５０Ｌ ３８０Ｌ

着 工 年 月 日 昭和３５年 ２月１８日 昭和３９年 ８月２７日 昭和４５年 ６月１９日

竣 工 年 月 日 昭和３７年 ３月３１日 昭和３９年１１月３０日 昭和４８年 ３月２５日

事 業 費 ２２８ １２９千円 ８ ２３０千円 １７６ １４５千円

主 要 設 備

＊取水施設

取水井 → 井

導水管 ∅

＊送水施設

ポンプ →４台

送水管 ∅

＊配水施設

配水池 →２池

第 配水池

㎥

第 配水池

㎥

配水管 ∅ ～∅

＊送水施設

送水管 ∅

＊配水施設

配水池 →１池

第 配水池

㎥

配水管 ∅ ～∅

＊取水施設

取水井 → 井

（№３・№４・№５）

導水管φ ｍ

＊送水施設

ポンプ →４台

送水管 ∅

＊配水施設

配水池 →２池

第４配水池

㎥

第５配水池

１ ㎥

配水管 ∅ ～∅
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増 補 改 良 事 業

（来待バイパス・倉敷受水槽）
第 期 拡 張 事 業

増 補 改 良 事 業

第 期 事 業

増 補 改 良 事 業

第 ２ 期 事 業

昭和５２年 ４月２０日

２８，６００人 ３６，０００人 ３６，０００人 ３７，３００人

１１，３００㎥ ２２，０００㎥ ２２，０００㎥ ２０，１０８㎥

３８０Ｌ ５５０Ｌ ５５０Ｌ ４８５Ｌ

昭和４９年１２月２８日 昭和５２年 ７月 ５日 平成 ２年 月 １日 平成１２年 月 １日

昭和５２年 ６月２０日 昭和５５年 ６月３０日 平成１２年 ３月３１日 平成２４年 ３月３１日

４７１ １９３千円 １ ７９０ ０００千円 ３ ８０７ ６１０千円 ２ ０７５ ０００千円

来待バイパス線配水管布設

千円

＊配水施設

白石配水ポンプ場

受水槽 →１ヵ所

配水ポンプ →３台

配水管 ∅ ～∅

倉敷受水槽設置事業

千円

＊配水施設

宍道配水ポンプ場

受水槽 → ヵ所

配水ポンプ →６台

水道局庁舎建設

昭和 年 月 日竣工

事業費 千円

敷地面積 ㎡

鉄骨 階建て ㎡

延 ㎡

＊取水施設

取水井 → 井

（№６）

導水管 ∅

＊送水施設

荘原加圧ポンプ場

ポンプ →６台

送水管 ∅ ～∅

＊配水施設

配水池 →１池

第 配水池

， ㎥

配水管 ∅ ～

＊遠隔監視制御システム導入

＊取水施設

取水井 → 井

（№７）

取水井更新 →２井

（№１・№６）

＊配水施設

配水池 →１池

第 配水池

㎥

配水管布設替え

（石綿セメント管）

緊急遮断弁設置→ 池

第 ・第 配水池

＊取水施設

取水井更新 → 井

（№ ・№ ）

＊配水施設

配水池 →１池

第 配水池

㎥

緊急遮断弁設置

＊送水施設

ポンプ場 → 棟

ポンプ → 台

送水管 →φ

＊配水管布設替

（石綿セメント管更新）

＊塩素滅菌設備更新

次亜塩素酸ﾅﾄﾘｳﾑ滅菌設備

＊耐塩素性病原生物対策

紫外線照射設備

＊赤水対策

除鉄・除マンガン濾過装置

第 期 拡 張 事 業

第 １ 回 変 更

第 期 拡 張 事 業

第 ２ 回 変 更

第 期 拡 張 事 業

第 ３ 回 変 更

第 期 拡 張 事 業

第 ４ 回 変 更

平成２１年 月 日 平成２５年２月２０日 （届出）平成２９年３月１日 （届出）令和元年８月２２日

３６，０００人 ３７，５００人 ３８，０００人 ３８，０００人

２０，０００㎥ １８，０００㎥ １８，０００㎥ １８，０００㎥

５５０Ｌ ４８０Ｌ ４７３Ｌ ４７３Ｌ

平成２１年４月 １日 平成２５年４月 １日 － 令和元年８月２６日

平成２３年３月３１日 平成２７年３月３１日 － 令和２年３月３１日

１，７３８，０００千円 ４６３，４００千円 － ５６４，３５５千円

紫外線照射設備導入、除

鉄・除マンガン装置導入

における浄水方法の変更

統合した簡易水道の

施設整備や水源変更

＊取水施設

取水井更新 → 井

＊配水施設

配水池 →１池

ポンプ場 → ヵ所

簡易水道統合整備事業

平成２３年１０月統合

宍道地区

平成２４年４月統合

大黒山麓地区

簡易水道統合整備事業

平成２９年４月統合

阿宮・島村地区

除鉄・除マンガン装置

導入による浄水方法の

変更

４．簡易水道統合整備事業の概要

（１）宍道地区簡易水道統合整備事業

◆事業概要

宍道町の菅原簡易水道、佐々布旭・畑簡易水道は、水源に乏しく、隣接する斐川宍道

水道企業団から分水を受け給水してきました。

また、同町の佐倉・田根簡易水道、和名佐・小林簡易水道、金山簡易水道は、自己水

源（井戸）により給水を行ってきましたが、近年水源枯渇の傾向にあります。

このため、宍道町 簡易水道（菅原、佐々布旭・畑、佐倉・田根、和名佐・小林、金

山）を平成 年 月に本企業団に統合し、水道水の安定供給を図るための施設整備を

平成 年度から平成 年度に行いました。

◆整備内容

（１）不用となる各地区の簡易水道施設の撤去や撤去後の場内整備を行いました。

（２）佐倉・田根簡易水道について、菅原簡易水道との間に連絡管を布設し、水源転換
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増 補 改 良 事 業

（来待バイパス・倉敷受水槽）
第 期 拡 張 事 業

増 補 改 良 事 業

第 期 事 業

増 補 改 良 事 業

第 ２ 期 事 業

昭和５２年 ４月２０日

２８，６００人 ３６，０００人 ３６，０００人 ３７，３００人

１１，３００㎥ ２２，０００㎥ ２２，０００㎥ ２０，１０８㎥

３８０Ｌ ５５０Ｌ ５５０Ｌ ４８５Ｌ

昭和４９年１２月２８日 昭和５２年 ７月 ５日 平成 ２年 月 １日 平成１２年 月 １日

昭和５２年 ６月２０日 昭和５５年 ６月３０日 平成１２年 ３月３１日 平成２４年 ３月３１日

４７１ １９３千円 １ ７９０ ０００千円 ３ ８０７ ６１０千円 ２ ０７５ ０００千円

来待バイパス線配水管布設

千円

＊配水施設

白石配水ポンプ場

受水槽 →１ヵ所

配水ポンプ →３台

配水管 ∅ ～∅

倉敷受水槽設置事業

千円

＊配水施設

宍道配水ポンプ場

受水槽 → ヵ所

配水ポンプ →６台

水道局庁舎建設

昭和 年 月 日竣工

事業費 千円

敷地面積 ㎡

鉄骨 階建て ㎡

延 ㎡

＊取水施設

取水井 → 井

（№６）

導水管 ∅

＊送水施設

荘原加圧ポンプ場

ポンプ →６台

送水管 ∅ ～∅

＊配水施設

配水池 →１池

第 配水池

， ㎥

配水管 ∅ ～

＊遠隔監視制御システム導入

＊取水施設

取水井 → 井

（№７）

取水井更新 →２井

（№１・№６）

＊配水施設

配水池 →１池

第 配水池

㎥

配水管布設替え

（石綿セメント管）

緊急遮断弁設置→ 池

第 ・第 配水池

＊取水施設

取水井更新 → 井

（№ ・№ ）

＊配水施設

配水池 →１池

第 配水池

㎥

緊急遮断弁設置

＊送水施設

ポンプ場 → 棟

ポンプ → 台

送水管 →φ

＊配水管布設替

（石綿セメント管更新）

＊塩素滅菌設備更新

次亜塩素酸ﾅﾄﾘｳﾑ滅菌設備

＊耐塩素性病原生物対策

紫外線照射設備

＊赤水対策

除鉄・除マンガン濾過装置

第 期 拡 張 事 業

第 １ 回 変 更

第 期 拡 張 事 業

第 ２ 回 変 更

第 期 拡 張 事 業

第 ３ 回 変 更

第 期 拡 張 事 業

第 ４ 回 変 更

平成２１年 月 日 平成２５年２月２０日 （届出）平成２９年３月１日 （届出）令和元年８月２２日

３６，０００人 ３７，５００人 ３８，０００人 ３８，０００人

２０，０００㎥ １８，０００㎥ １８，０００㎥ １８，０００㎥

５５０Ｌ ４８０Ｌ ４７３Ｌ ４７３Ｌ

平成２１年４月 １日 平成２５年４月 １日 － 令和元年８月２６日

平成２３年３月３１日 平成２７年３月３１日 － 令和２年３月３１日

１，７３８，０００千円 ４６３，４００千円 － ５６４，３５５千円

紫外線照射設備導入、除

鉄・除マンガン装置導入

における浄水方法の変更

統合した簡易水道の

施設整備や水源変更

＊取水施設

取水井更新 → 井

＊配水施設

配水池 →１池

ポンプ場 → ヵ所

簡易水道統合整備事業

平成２３年１０月統合

宍道地区

平成２４年４月統合

大黒山麓地区

簡易水道統合整備事業

平成２９年４月統合

阿宮・島村地区

除鉄・除マンガン装置

導入による浄水方法の

変更

４．簡易水道統合整備事業の概要

（１）宍道地区簡易水道統合整備事業

◆事業概要

宍道町の菅原簡易水道、佐々布旭・畑簡易水道は、水源に乏しく、隣接する斐川宍道

水道企業団から分水を受け給水してきました。

また、同町の佐倉・田根簡易水道、和名佐・小林簡易水道、金山簡易水道は、自己水

源（井戸）により給水を行ってきましたが、近年水源枯渇の傾向にあります。

このため、宍道町 簡易水道（菅原、佐々布旭・畑、佐倉・田根、和名佐・小林、金

山）を平成 年 月に本企業団に統合し、水道水の安定供給を図るための施設整備を

平成 年度から平成 年度に行いました。

◆整備内容

（１）不用となる各地区の簡易水道施設の撤去や撤去後の場内整備を行いました。

（２）佐倉・田根簡易水道について、菅原簡易水道との間に連絡管を布設し、水源転換
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を図りました。

（３）和名佐・小林簡易水道（深井戸）について、新たに深井戸をさく井し、安定供給

を図りました。

（４）菅原簡易水道について、大野原配水池の老朽化や容量の不足のため隣接地に配水

池の新設を行いました。

（５）遠隔地となる施設との連携や緊急対応のため遠方監視設備を整備しました。

（２）大黒山麓地区簡易水道統合整備事業

◆事業概要

大黒山麓地区簡易水道は平成 年度に施設整備されています。

その水源は地すべり対策用集水井と深井戸を水源としていますが、近年、水量が極め

て不安定であるとともに、降雨の影響による水量・水質に問題を抱え、給水車による上

水の搬入等の対応を行っていました。

このことから水源を上水道から受水することで水量や水質の安定性を図るため、平成

年 月に統合し、平成 年度から平成 年度にかけて施設整備を行いました。

◆整備内容

上水の受水は出雲市斐川町学頭の市道に布設されている上水道施設配水管より分岐し、

高低差があることから 箇所の中継ポンプ施設を経て送水管により受水タンクとなる簡

易水道浄水場にある低所配水池に流入させました。

（３）阿宮地区、島村地区簡易水道事業統合

◆事業概要

国の方針により、簡易水道事業は原則として水道事業に統合することとされ、出雲市

の１２の簡易水道事業の内、斐川地域の阿宮地区簡易水道事業、従来から水道水を供給

している島村地区簡易水道事業を平成 年 月に統合しました。

５．令和２年度の事業計画

業務予定量 当初予算書

・年間総給水量 ㎥

・ 日平均給水量 ㎥

・給 水 件 数 件

・建 設 改 良 事 業 費 千円

事業内 容 配水設備工事

予算 当初 概要

収益的収入及び支出 事業収益 千円

事業費用 千円

資本的収入及び支出 資本的収入 千円

資本的支出 千円

資本的収支不足額への補てん財源

消費税資本的収支調整額 千円

損益勘定留保資金 千円

第 配水池（直江配水池）
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を図りました。

（３）和名佐・小林簡易水道（深井戸）について、新たに深井戸をさく井し、安定供給

を図りました。

（４）菅原簡易水道について、大野原配水池の老朽化や容量の不足のため隣接地に配水

池の新設を行いました。

（５）遠隔地となる施設との連携や緊急対応のため遠方監視設備を整備しました。
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て不安定であるとともに、降雨の影響による水量・水質に問題を抱え、給水車による上

水の搬入等の対応を行っていました。

このことから水源を上水道から受水することで水量や水質の安定性を図るため、平成

年 月に統合し、平成 年度から平成 年度にかけて施設整備を行いました。

◆整備内容

上水の受水は出雲市斐川町学頭の市道に布設されている上水道施設配水管より分岐し、

高低差があることから 箇所の中継ポンプ施設を経て送水管により受水タンクとなる簡

易水道浄水場にある低所配水池に流入させました。

（３）阿宮地区、島村地区簡易水道事業統合

◆事業概要

国の方針により、簡易水道事業は原則として水道事業に統合することとされ、出雲市

の１２の簡易水道事業の内、斐川地域の阿宮地区簡易水道事業、従来から水道水を供給

している島村地区簡易水道事業を平成 年 月に統合しました。

５．令和２年度の事業計画

業務予定量 当初予算書

・年間総給水量 ㎥

・ 日平均給水量 ㎥

・給 水 件 数 件

・建 設 改 良 事 業 費 千円

事業内 容 配水設備工事

予算 当初 概要

収益的収入及び支出 事業収益 千円

事業費用 千円

資本的収入及び支出 資本的収入 千円

資本的支出 千円

資本的収支不足額への補てん財源

消費税資本的収支調整額 千円

損益勘定留保資金 千円
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６．給水区域

出雲市斐川地域 松江市宍道地域

阿宮 全地区 伊志見 全地区

出西 全地区 佐々布 全地区

神氷 全地区 宍道 全地区

求院 全地区 昭和 全地区

併川 全地区 白石 全地区

富村 全地区 西来待 全地区

名島 全地区 東来待 全地区

鳥井 全地区 上来待 全地区

上直江 全地区

今在家 全地区

福富 全地区 出雲市島村地域

原鹿 全地区 島村 全地区

美南 全地区

直江 全地区

沖洲 全地区

中洲 全地区

黒目 全地区

三分市 全地区

坂田 全地区

三絡 全地区

神庭 全地区

荘原 全地区

上庄原 全地区

学頭 全地区

第 配水池系送水ポンプ設備

７．施設の概要

１ 現有施設

施設名 施 設 概 要

水道企業団庁舎

出 西 水 源 地

（ 取 水 井 ）

（取水ポンプ）

（ 受 水 槽 ）

（塩素滅菌設備）

（除鉄除マンガン

濾過設備）

鉄骨造３階建 延床面積 ㎡

敷地面積 ㎡

浅井戸 ６井

スクリーン 内径 ｍ× 深さ ｍ １井

スクリーン 内径 ｍ× 深さ ～ ｍ ３井

スクリーン 内径 ｍ× 深さ ～ ｍ ２井

水中ポンプ ６台

＝ ㎥ 分 ＝ ｍ ＝ １台

＝ ～ ㎥ 分 ＝ ～ ＝ ４台

＝ ㎥ 分 ＝ ｍ ＝ １台

着水槽

ＲＣ造 × ㎡ １槽

受水槽

ＲＣ造 × ㎡ ２槽

前塩設備

次亜貯留槽 ℓ １槽

次亜注入ポンプ － ℓ 分― Ｗ ５台

後塩設備

次亜受入貯留槽 ５㎥ ２槽

次亜貯留槽 ℓ １槽

次亜注入ポンプ － ℓ 分― Ｗ ２台

濾過ポンプ棟 造 ㎡ １棟

造 ㎡ １棟

除鉄・除マンガン ㎥ 日（圧力密閉型） １式（３台）

濾過装置 ㎥ 日（圧力密閉型） １式（２台）

㎥ 日（圧力密閉型） １式（３台）

原水槽 × × １槽

× × １槽

逆洗水槽 × × １槽

× × １槽

濾過ポンプ ㎥ × × ３台

㎥ × × ３台

逆洗ポンプ ㎥ × × ２台

㎥ × × ２台

排水池 ｍ× ｍ× ｍ ５池
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６．給水区域

出雲市斐川地域 松江市宍道地域

阿宮 全地区 伊志見 全地区

出西 全地区 佐々布 全地区

神氷 全地区 宍道 全地区

求院 全地区 昭和 全地区

併川 全地区 白石 全地区

富村 全地区 西来待 全地区

名島 全地区 東来待 全地区

鳥井 全地区 上来待 全地区

上直江 全地区

今在家 全地区

福富 全地区 出雲市島村地域

原鹿 全地区 島村 全地区

美南 全地区

直江 全地区

沖洲 全地区

中洲 全地区

黒目 全地区

三分市 全地区

坂田 全地区

三絡 全地区

神庭 全地区

荘原 全地区

上庄原 全地区

学頭 全地区

第 配水池系送水ポンプ設備

７．施設の概要

１ 現有施設

施設名 施 設 概 要

水道企業団庁舎

出 西 水 源 地

（ 取 水 井 ）

（取水ポンプ）

（ 受 水 槽 ）

（塩素滅菌設備）

（除鉄除マンガン

濾過設備）

鉄骨造３階建 延床面積 ㎡

敷地面積 ㎡

浅井戸 ６井

スクリーン 内径 ｍ× 深さ ｍ １井

スクリーン 内径 ｍ× 深さ ～ ｍ ３井

スクリーン 内径 ｍ× 深さ ～ ｍ ２井

水中ポンプ ６台

＝ ㎥ 分 ＝ ｍ ＝ １台

＝ ～ ㎥ 分 ＝ ～ ＝ ４台

＝ ㎥ 分 ＝ ｍ ＝ １台

着水槽

ＲＣ造 × ㎡ １槽

受水槽

ＲＣ造 × ㎡ ２槽

前塩設備

次亜貯留槽 ℓ １槽

次亜注入ポンプ － ℓ 分― Ｗ ５台

後塩設備

次亜受入貯留槽 ５㎥ ２槽

次亜貯留槽 ℓ １槽

次亜注入ポンプ － ℓ 分― Ｗ ２台

濾過ポンプ棟 造 ㎡ １棟

造 ㎡ １棟

除鉄・除マンガン ㎥ 日（圧力密閉型） １式（３台）

濾過装置 ㎥ 日（圧力密閉型） １式（２台）

㎥ 日（圧力密閉型） １式（３台）

原水槽 × × １槽

× × １槽

逆洗水槽 × × １槽

× × １槽

濾過ポンプ ㎥ × × ３台

㎥ × × ３台

逆洗ポンプ ㎥ × × ２台

㎥ × × ２台

排水池 ｍ× ｍ× ｍ ５池
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（紫外線照射設備）

（送水ポンプ）

（自家用発電設備）

荻田送水ポンプ場

第 ４ 配 水 池

（出 西）

第 ８ 配 水 池

（直江）

第 ７ 配 水 池

（佐々布荻田）

下 倉 配 水 池

（白石）

照射設備 最大 ㎥ 日 ２台

直江配水池送水ポンプ

両吸込渦巻ポンプ

＝ ㎥ 分 ＝ ｍ ＝ ４台

送水ポンプ棟

造２階建 × ㎡ １棟

出西配水池送水ポンプ

両吸込渦巻ポンプ

＝ ㎥ 分 ＝ ｍ ＝ ２台

送水ポンプ室

鉄骨平屋建 × ㎡ １棟

㏋ディーゼル

送水ポンプ室 鉄骨平屋建 ㎡ １棟

渦巻ポンプ

＝ ㎥ 分 ＝ ｍ ＝ ３台

自家用発電設備 ㏋ディーゼル

ＰＣ造 内径 ｍ

有効貯水量 ㎥

満水位標高 ｍ

有効水 深 ｍ

低水位標高 ｍ

ＰＣ造 内径 ｍ

有効貯水量 ㎥

満水位標高 ｍ

有効水 深 ｍ

低水位標高 ｍ

ＰＣ造 内径 ｍ

有効貯水量 ㎥

満水位標高 ｍ

有効水 深 ｍ

低水位標高 ｍ

製 ｍ× ｍ

有効貯水量 ㎥

満水位標高 ｍ

畑 配 水 池

佐々布

南企業団地配水池

佐々布

金山配水池

（白石）

新大野原配水池

（西来待）

田根配水池

（上来待）

和名佐配水池

（上来待）

和名佐浄水場

有効水 深 ｍ

低水位標高 ｍ

造

有効貯水量 ㎥

満水位標高 ｍ

有効 水 深 ｍ

低水位標高 ｍ

ＦＲＰ製

有効貯水量 ㎥

満水位標高 ｍ

有効水 深 ｍ

低水位標高 ｍ

造

有効貯水量 ㎥

満水位標高 ｍ

有効 水 深 ｍ

低水位標高 ｍ

造 内径

有効貯水量 ㎥

満水位標高

有効水 深

低水位標高

造 ２池

有効貯水量 ㎥

満水位標高 ｍ

有効水 深 ｍ

低水位標高 ｍ

造 ２池

有効貯水量 ㎥

満水位標高 ｍ

有効水 深 ｍ

低水位標高 ｍ

管理棟 造 建築面積 ㎡ 延面積 ㎡
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（紫外線照射設備）

（送水ポンプ）

（自家用発電設備）

荻田送水ポンプ場

第 ４ 配 水 池

（出 西）

第 ８ 配 水 池

（直江）

第 ７ 配 水 池

（佐々布荻田）

下 倉 配 水 池

（白石）

照射設備 最大 ㎥ 日 ２台

直江配水池送水ポンプ

両吸込渦巻ポンプ

＝ ㎥ 分 ＝ ｍ ＝ ４台

送水ポンプ棟

造２階建 × ㎡ １棟

出西配水池送水ポンプ

両吸込渦巻ポンプ

＝ ㎥ 分 ＝ ｍ ＝ ２台

送水ポンプ室

鉄骨平屋建 × ㎡ １棟

㏋ディーゼル

送水ポンプ室 鉄骨平屋建 ㎡ １棟

渦巻ポンプ

＝ ㎥ 分 ＝ ｍ ＝ ３台

自家用発電設備 ㏋ディーゼル

ＰＣ造 内径 ｍ

有効貯水量 ㎥

満水位標高 ｍ

有効水 深 ｍ

低水位標高 ｍ

ＰＣ造 内径 ｍ

有効貯水量 ㎥

満水位標高 ｍ

有効水 深 ｍ

低水位標高 ｍ

ＰＣ造 内径 ｍ

有効貯水量 ㎥

満水位標高 ｍ

有効水 深 ｍ

低水位標高 ｍ

製 ｍ× ｍ

有効貯水量 ㎥

満水位標高 ｍ

畑 配 水 池

佐々布

南企業団地配水池

佐々布

金山配水池

（白石）

新大野原配水池

（西来待）

田根配水池

（上来待）

和名佐配水池

（上来待）

和名佐浄水場

有 効 水 深 ｍ

低水位標高 ｍ

造

有効貯水量 ㎥

満水位標高 ｍ

有 効 水 深 ｍ

低水位標高 ｍ

ＦＲＰ製

有効貯水量 ㎥

満水位標高 ｍ

有 効 水 深 ｍ

低水位標高 ｍ

造

有効貯水量 ㎥

満水位標高 ｍ

有 効 水 深 ｍ

低水位標高 ｍ

造 内径

有効貯水量 ㎥

満水位標高

有 効 水 深

低水位標高

造 ２池

有効貯水量 ㎥

満水位標高 ｍ

有 効 水 深 ｍ

低水位標高 ｍ

造 ２池

有効貯水量 ㎥

満水位標高 ｍ

有 効 水 深 ｍ

低水位標高 ｍ

管理棟 造 建築面積 ㎡ 延面積 ㎡
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（１号取水井）

（取水ポンプ）

（２号取水井）

（取水ポンプ）

（ 号取水井）

（取水ポンプ）

（着水・酸化池）

（曝 気 塔）

（前塩素注入設備）

（除鉄・除マン設備）

浄 水 地

（送水ポンプ）

（逆洗ポンプ）

大黒山麓浄水場

（浄水池、低所配水

池）

（送水ポンプ）

大黒山麓高所配水

池

阿宮浄水場

阿宮配水池

深井戸 １井 内径 ｍ× 深さ ｍ ＶＰ製丸穴スクリーン

深井戸用水中ポンプ １台 Ｑ＝ ㎥ 分

深井戸 １井 内径 ｍ× 深さ ｍ 製スリット加工

深井戸用水中ポンプ １台 Ｑ＝ ㎥ 分

深井戸 １井 内径 ｍ× 深さ ｍ 製スリット加工

深井戸用水中ポンプ １台 Ｑ＝ ㎥ 分

造 有効容量 ㎥ 有効水深 ｍ

処理能力 ㎥ 日

容量 Ｌ 槽 注入ポンプ ｗ 台 交互）

処理能力 ㎥ 日 φ ｍ

ろ過ポンプ ２台（予備１台） Ｑ＝ ㎥ 分

造 有効容量 ㎥ ｍ ｍ 有効水深 ｍ

水中ポンプ ２台（予備 台）

Ｑ＝ ㎥ 分

水中ポンプ １台

Ｑ＝ ㎥ 分

管理棟 ＣＢ造 建築面積（延面積） ㎡

ＲＣ造 ｍ ｍ ｍ ２槽

有効貯水量 ㎥

満水位標高 ｍ

有効水深 ｍ

低水位標高 ｍ

水中ポンプ ２台（予備 台）Ｑ＝ ㎥ 分

ＲＣ造２池

有効貯水量 ㎥

満水位標高 ｍ

有効水深 ｍ

低水位標高 ｍ

管理室 ＣＢ造 建築面積 ㎡

取水井 浅井戸 井 スクリーン 内径 ｍ×深さ ｍ

取水ポンプ 水中ポンプ 台 Ｑ＝ ㎥ 分

浄水池 ＲＣ造 ｍ× ｍ× ｍ 有効水量 ㎥

送水ポンプ 水中ポンプ 台 Ｑ＝ ㎥ 分

自家発電設備 デｲ―ゼルエンジン 定格 ｋ

造

有効水量 ㎥

畑谷ポンプ場

畑谷調整池

宮尾ポンプ場

高野ポンプ場

高野配水池

高野第 調整池

畑ポンプ場

佐々布旭ポンプ場

満水位標高 ｍ

有効水深 ｍ

低水位標高

電気室 ＣＢ造 建築面積 ㎡

受水槽 ＲＣ造 ｍ× ｍ× ｍ 有効水量 ㎥

送水ポンプ 水中ポンプ 台 Ｑ＝ ㎥ 分

造

有効水量 ㎥

満水位標高 ｍ

有効水深 ｍ

低水位標高

電気室 ＣＢ造 建築面積 ㎡

受水槽 ＲＣ造 ｍ× ｍ× ｍ 有効水量 ㎥

送水ポンプ 水中ポンプ 台Ｑ＝ ㎥ 分

電気室 ＣＢ造 建築面積 ㎡

受水槽 ＲＣ造 ｍ× ｍ× ｍ 有効水量 ㎥

送水ポンプ 水中ポンプ 台 Ｑ＝ ㎥ 分

造

有効水量 ㎥

満水位標高 ｍ

有効水深 ｍ

低水位標高

造

有効水量 ㎥

満水位標高 ｍ

有効水深 ｍ

低水位標高

ＲＣ造 受水槽（浄水地）１池 容量 ㎥

送水ポンプ 水中ポンプ ２台（予備 台）

ＲＣ造 受水槽 １池 容量 ㎥

送水ポンプ 陸上ポンプ ２台（予備 台）

Ｑ＝ ㎥ 分
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（１号取水井）

（取水ポンプ）

（２号取水井）

（取水ポンプ）

（ 号取水井）

（取水ポンプ）

（着水・酸化池）

（曝 気 塔）

（前塩素注入設備）

（除鉄・除マン設備）

浄 水 地

（送水ポンプ）

（逆洗ポンプ）

大黒山麓浄水場

（浄水池、低所配水

池）

（送水ポンプ）

大黒山麓高所配水

池

阿宮浄水場

阿宮配水池

深井戸 １井 内径 ｍ× 深さ ｍ ＶＰ製丸穴スクリーン

深井戸用水中ポンプ １台 Ｑ＝ ㎥ 分

深井戸 １井 内径 ｍ× 深さ ｍ 製スリット加工

深井戸用水中ポンプ １台 Ｑ＝ ㎥ 分

深井戸 １井 内径 ｍ× 深さ ｍ 製スリット加工

深井戸用水中ポンプ １台 Ｑ＝ ㎥ 分

造 有効容量 ㎥ 有効水深 ｍ

処理能力 ㎥ 日

容量 Ｌ 槽 注入ポンプ ｗ 台 交互）

処理能力 ㎥ 日 φ ｍ

ろ過ポンプ ２台（予備１台） Ｑ＝ ㎥ 分

造 有効容量 ㎥ ｍ ｍ 有効水深 ｍ

水中ポンプ ２台（予備 台）

Ｑ＝ ㎥ 分

水中ポンプ １台

Ｑ＝ ㎥ 分

管理棟 ＣＢ造 建築面積（延面積） ㎡

ＲＣ造 ｍ ｍ ｍ ２槽

有効貯水量 ㎥

満水位標高 ｍ

有効水深 ｍ

低水位標高 ｍ

水中ポンプ ２台（予備 台）Ｑ＝ ㎥ 分

ＲＣ造２池

有効貯水量 ㎥

満水位標高 ｍ

有効水深 ｍ

低水位標高 ｍ

管理室 ＣＢ造 建築面積 ㎡

取水井 浅井戸 井 スクリーン 内径 ｍ×深さ ｍ

取水ポンプ 水中ポンプ 台 Ｑ＝ ㎥ 分

浄水池 ＲＣ造 ｍ× ｍ× ｍ 有効水量 ㎥

送水ポンプ 水中ポンプ 台 Ｑ＝ ㎥ 分

自家発電設備 デｲ―ゼルエンジン 定格 ｋ

造

有効水量 ㎥

畑谷ポンプ場

畑谷調整池

宮尾ポンプ場

高野ポンプ場

高野配水池

高野第 調整池

畑ポンプ場

佐々布旭ポンプ場

満水位標高 ｍ

有効水深 ｍ

低水位標高

電気室 ＣＢ造 建築面積 ㎡

受水槽 ＲＣ造 ｍ× ｍ× ｍ 有効水量 ㎥

送水ポンプ 水中ポンプ 台 Ｑ＝ ㎥ 分

造

有効水量 ㎥

満水位標高 ｍ

有効水深 ｍ

低水位標高

電気室 ＣＢ造 建築面積 ㎡

受水槽 ＲＣ造 ｍ× ｍ× ｍ 有効水量 ㎥

送水ポンプ 水中ポンプ 台Ｑ＝ ㎥ 分

電気室 ＣＢ造 建築面積 ㎡

受水槽 ＲＣ造 ｍ× ｍ× ｍ 有効水量 ㎥

送水ポンプ 水中ポンプ 台 Ｑ＝ ㎥ 分

造

有効水量 ㎥

満水位標高 ｍ

有効水深 ｍ

低水位標高

造

有効水量 ㎥

満水位標高 ｍ

有効水深 ｍ

低水位標高

ＲＣ造 受水槽（浄水地）１池 容量 ㎥

送水ポンプ 水中ポンプ ２台（予備 台）

ＲＣ造 受水槽 １池 容量 ㎥

送水ポンプ 陸上ポンプ ２台（予備 台）

Ｑ＝ ㎥ 分
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金山ポンプ場

来待大森ポンプ場

田根ポンプ場

久戸ポンプ場

岡の目ポンプ場

下倉ポンプ場

大黒山麓

第１中継ポン

プ場

第 中継ポンプ

場

防災施設

ＲＣ造 受水槽 １池 容量 ㎥

送水ポンプ 陸上ポンプ ２台（予備 台）

Ｑ＝ ㎥ 分

ＦＲＰ製 受水槽 ２池 容量 ㎥

送水ポンプ 陸上ポンプ ２台（予備 台）

Ｑ＝ ㎥ 分

ＲＣ造 受水槽（浄水地） １池 容量 ㎥

送水ポンプ 陸上ポンプ ２台（予備 台）

Ｑ＝ ㎥ 分

受水槽

加圧ポンプ（ポンプ）

Ｄ＝ ㎜ Ｑ＝ ㎥ 分 Ｈ＝ ｍ Ｐ＝ 台

受水槽

ウォーターエース ㎥（耐圧 ㎏ ２）

加圧ポンプ（水中ポンプ）

Ｄ＝ ㎜ Ｑ＝ ㎥ 分 Ｈ＝ ｍ Ｐ＝ 台

ＲＣ造 受水槽 Ｑ＝ ㎥

送水ポンプ ㎥ 分× ｍ× × 台

ＳＵＳ製受水槽 ２槽 容量 ㎥

送水ポンプ 陸上ポンプ ２台（予備 台）

Ｑ＝ ㎥ 分＊ ｍ＊

ＳＵＳ製受水槽 ２槽 容量 ㎥

送水ポンプ 陸上ポンプ ２台（予備 台）

Ｑ＝ ㎥ 分＊ ｍ＊

緊急遮断弁

出西配水池 φ

直江配水池 φ

荻田配水池 φ

新大野原配水池 φ

（２）配水管等の布設状況

ア 管種別延長 令和２年３月現在 単位：ｍ

管 種 導 水 管 送 水 管 配 水 管 給 水 管 合 計

ダクタイル鋳鉄管

鋼 管

石綿セメント管

塩化ビニール管

ポリエチレン管

ス テ ン レ ス 管

合 計

※工業用水道への貸付延長含む

（イ）導水管延長 単位：ｍ

年 度

口 径
平成 年度 平成 年度 平成 年度 平成 年度 令和元年度

㎜未満

～ ㎜未満

～ ㎜未満

合 計

（ウ）送水管延長 単位：ｍ

年 度

口 径
平成 年度 平成 年度 平成 年度 平成 年度 令和元年度

㎜未満

～ ㎜未満

～ ㎜未満

合 計

※工業用水道への貸付延長含む
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金山ポンプ場

来待大森ポンプ場

田根ポンプ場

久戸ポンプ場

岡の目ポンプ場

下倉ポンプ場

大黒山麓

第１中継ポン

プ場

第 中継ポンプ

場

防災施設

ＲＣ造 受水槽 １池 容量 ㎥

送水ポンプ 陸上ポンプ ２台（予備 台）

Ｑ＝ ㎥ 分

ＦＲＰ製 受水槽 ２池 容量 ㎥

送水ポンプ 陸上ポンプ ２台（予備 台）

Ｑ＝ ㎥ 分

ＲＣ造 受水槽（浄水地） １池 容量 ㎥

送水ポンプ 陸上ポンプ ２台（予備 台）

Ｑ＝ ㎥ 分

受水槽

加圧ポンプ（ポンプ）

Ｄ＝ ㎜ Ｑ＝ ㎥ 分 Ｈ＝ ｍ Ｐ＝ 台

受水槽

ウォーターエース ㎥（耐圧 ㎏ ２）

加圧ポンプ（水中ポンプ）

Ｄ＝ ㎜ Ｑ＝ ㎥ 分 Ｈ＝ ｍ Ｐ＝ 台

ＲＣ造 受水槽 Ｑ＝ ㎥

送水ポンプ ㎥ 分× ｍ× × 台

ＳＵＳ製受水槽 ２槽 容量 ㎥

送水ポンプ 陸上ポンプ ２台（予備 台）

Ｑ＝ ㎥ 分＊ ｍ＊

ＳＵＳ製受水槽 ２槽 容量 ㎥

送水ポンプ 陸上ポンプ ２台（予備 台）

Ｑ＝ ㎥ 分＊ ｍ＊

緊急遮断弁

出西配水池 φ

直江配水池 φ

荻田配水池 φ

新大野原配水池 φ

（２）配水管等の布設状況

ア 管種別延長 令和２年３月現在 単位：ｍ

管 種 導 水 管 送 水 管 配 水 管 給 水 管 合 計

ダクタイル鋳鉄管

鋼 管

石綿セメント管

塩化ビニール管

ポリエチレン管

ス テ ン レ ス 管

合 計

※工業用水道への貸付延長含む

（イ）導水管延長 単位：ｍ

年 度

口 径
平成 年度 平成 年度 平成 年度 平成 年度 令和元年度

㎜未満

～ ㎜未満

～ ㎜未満

合 計

（ウ）送水管延長 単位：ｍ

年 度

口 径
平成 年度 平成 年度 平成 年度 平成 年度 令和元年度

㎜未満

～ ㎜未満

～ ㎜未満

合 計

※工業用水道への貸付延長含む
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（エ） 配水管延長 単位：ｍ

年 度

口 径
平成 年度 平成 年度 平成 年度 平成 年度 令和元年度

５０㎜以下

７５㎜

１００㎜

１２５㎜

１５０㎜

２００㎜

２５０㎜

３００㎜

３５０㎜

４００㎜

４５０㎜

５００㎜

６００㎜

合 計

（オ）給水管延長 単位：ｍ

年 度

口 径
平成 年度 平成 年度 平成 年度 平成 年度 令和元年度

５０㎜以下

７５㎜

１００㎜

１５０㎜

２００㎜

合 計

（３）消火栓設置数

単位：基

年 度

型 式
平成 年度 平成 年度 平成 年度 平成 年度 令和元年度

地 上 式

地 下 式

合 計

業 務 概 要  Ⅱ 

年報_トビラ_出力  12.11.2  5:10 PM  ページ2
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（エ） 配水管延長 単位：ｍ

年 度

口 径
平成 年度 平成 年度 平成 年度 平成 年度 令和元年度

５０㎜以下

７５㎜

１００㎜

１２５㎜

１５０㎜

２００㎜

２５０㎜

３００㎜

３５０㎜

４００㎜

４５０㎜

５００㎜

６００㎜

合 計

（オ）給水管延長 単位：ｍ

年 度

口 径
平成 年度 平成 年度 平成 年度 平成 年度 令和元年度

５０㎜以下

７５㎜

１００㎜

１５０㎜

２００㎜

合 計

（３）消火栓設置数

単位：基

年 度

型 式
平成 年度 平成 年度 平成 年度 平成 年度 令和元年度

地 上 式

地 下 式

合 計

業 務 概 要  Ⅱ 

年報_トビラ_出力  12.11.2  5:10 PM  ページ2

水道事業年報_本文.indd   1 2020/10/21   15:21



Ⅱ 業 務 概 要

１．配水量･有収水量の動き

（ ）年度別配水量･有収水量の推移 単位：㎥

年 度 配 水 量 有 収 水 量 有収率（％） 備 考

平成 年度

平成 年度

平成 年度

平成 年度

平成 年度

平成 年度

平成 年度

平成 年度

平成 年度

令和元年度

（ ）令和元年度 月別配水量･有収水量の推移 単位：㎥

月 配 水 量 日最大配水量 有 収 水 量 有収率（％） 備 考

日 有収水量は隔月検

針による日

日

日

日

日

日

日

日

日

日

日

計 月 日

（ ）令和元年度 年間配水量の内訳 単位：㎥

配水量（ ％） 有効水量（ ％） 有収水量（ ％）
料金水量

無収水量（ ％） メーター不感水量

企業団事業用水量・その他

無効水量（ ％） 漏水量・その他
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Ⅱ 業 務 概 要

１．配水量･有収水量の動き

（ ）年度別配水量･有収水量の推移 単位：㎥

年 度 配 水 量 有 収 水 量 有収率（％） 備 考

平成 年度

平成 年度

平成 年度

平成 年度

平成 年度

平成 年度

平成 年度

平成 年度

平成 年度

令和元年度

（ ）令和元年度 月別配水量･有収水量の推移 単位：㎥

月 配 水 量 日最大配水量 有 収 水 量 有収率（％） 備 考

日 有収水量は隔月検

針による日

日

日

日

日

日

日

日

日

日

日

計 月 日

（ ）令和元年度 年間配水量の内訳 単位：㎥

配水量（ ％） 有効水量（ ％） 有収水量（ ％）
料金水量

無収水量（ ％） メーター不感水量

企業団事業用水量・その他

無効水量（ ％） 漏水量・その他
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２．用途別有収水量と給水収益 料金（税抜）

用途

年度
一般用 営業用 その他 分水 合計

平成 年
数量 （㎥）

料金 （円）

平成 年
数量 （㎥）

料金 （円）

平成 年
数量 （㎥）

料金 （円）

平成 年
数量 （㎥）

料金 （円）

平成 年
数量 （㎥）

料金 （円）

平成 年
数量 （㎥）

料金 （円）

平成 年
数量 （㎥）

料金 （円）

平成 年
数量 （㎥）

料金 （円）

平成 年
数量 （㎥）

料金 （円）

令和元年
数量 （㎥）

料金 （円）

３．給水装置工事申請件数

新 設 改 造 修 繕 撤 去 臨 時 計

平成 年度

平成 年度

令和元年度

４．量水器取替及び小修理工事件数

量 水 器

取 替

量水器 等

修理、移転

給 水 管

破損、移転

配 水 管

破損、移転

そ の 他

工 事
業者破損 計

平成 年度 １

平成 年度

令和元年度

５．薬品･主要電力使用状況

年 度 次亜塩素酸ソーダ ｇ 出西水源地 荻田ポンプ場 電力合計

平成 年

平成 年

平成 年

平成 年

平成 年

平成 年

平成 年

平成 年

平成 年

平成 年

平成 年

平成 年

平成 年

平成 年

平成 年

平成 年

平成 年

平成 年

平成 年

平成 年

平成 年

平成 年

令和元年

■平成２１年度までは塩素を使用。
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２．用途別有収水量と給水収益 料金（税抜）

用途

年度
一般用 営業用 その他 分水 合計

平成 年
数量 （㎥）

料金 （円）

平成 年
数量 （㎥）

料金 （円）

平成 年
数量 （㎥）

料金 （円）

平成 年
数量 （㎥）

料金 （円）

平成 年
数量 （㎥）

料金 （円）

平成 年
数量 （㎥）

料金 （円）

平成 年
数量 （㎥）

料金 （円）

平成 年
数量 （㎥）

料金 （円）

平成 年
数量 （㎥）

料金 （円）

令和元年
数量 （㎥）

料金 （円）

３．給水装置工事申請件数

新 設 改 造 修 繕 撤 去 臨 時 計

平成 年度

平成 年度

令和元年度

４．量水器取替及び小修理工事件数

量 水 器

取 替

量水器 等

修理、移転

給 水 管

破損、移転

配 水 管

破損、移転

そ の 他

工 事
業者破損 計

平成 年度 １

平成 年度

令和元年度

５．薬品･主要電力使用状況

年 度 次亜塩素酸ソーダ ｇ 出西水源地 荻田ポンプ場 電力合計

平成 年

平成 年

平成 年

平成 年

平成 年

平成 年

平成 年

平成 年

平成 年

平成 年

平成 年

平成 年

平成 年

平成 年

平成 年

平成 年

平成 年

平成 年

平成 年

平成 年

平成 年

平成 年

令和元年

■平成２１年度までは塩素を使用。

−19−

水道事業年報_本文.indd   19 2020/10/21   15:21



６．検針･収納関係

（１） メーター設置数及び用途別検針件数

◆メーター設置数

口径

年度
㎜ ㎜ ㎜ ㎜ ㎜ ㎜ ㎜ ㎜ ㎜ 合 計

平成 年

令和元年

◆用途別検針件数

用途

年度
一般用 営業用 官公署用 学校用 プール用 工場用 分 水 その他 合 計

平成 年

令和元年

■検針件数は、令和 年 月 日現在。プール用のうち 件は、閉栓中のため合計数に含

まない

（２） 収納形態別件数

種別

年度
調 定 件 数 口 座 振 替 利用率 現金納付他 利用率

平成 年

平成 年

平成 年

平成 年

平成 年

平成 年

平成 年

平成 年

平成 年

平成 年

平成 年

平成 年

平成 年

平成 年

平成 年

平成 年

平成 年

平成 年

平成 年

平成 年

平成 年

平成 年

令和元年
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６．検針･収納関係

（１） メーター設置数及び用途別検針件数

◆メーター設置数

口径

年度
㎜ ㎜ ㎜ ㎜ ㎜ ㎜ ㎜ ㎜ ㎜ 合 計

平成 年

令和元年

◆用途別検針件数

用途

年度
一般用 営業用 官公署用 学校用 プール用 工場用 分 水 その他 合 計

平成 年

令和元年

■検針件数は、令和 年 月 日現在。プール用のうち 件は、閉栓中のため合計数に含

まない

（２） 収納形態別件数

種別

年度
調 定 件 数 口 座 振 替 利用率 現金納付他 利用率

平成 年

平成 年

平成 年

平成 年

平成 年

平成 年

平成 年

平成 年

平成 年

平成 年

平成 年

平成 年

平成 年

平成 年

平成 年

平成 年

平成 年

平成 年

平成 年

平成 年

平成 年

平成 年

令和元年
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（３） 水道料金の変遷

種別 用 途 別
Ｓ ～Ｓ 年 Ｓ ～Ｓ 年

基 本 料 金 超 過 料 金 基 本 料 金 超 過 料 金

専用 一 般 用
８㎥まで

円

超過１㎥につき

３０円

８㎥まで

円

超過３０㎥まで

４０円

３１㎥以上

５０円

専用 営 業 用
㎥まで

円

超過１㎥につき

３０円

１０㎥まで

円

超過３０㎥まで

４０円

３１㎥以上

５０円

専用 官 公 署 用
㎥まで

円

超過１㎥につき

３０円

１０㎥まで

円

超過３０㎥まで

４０円

３１㎥以上

５０円

専用 学 校 用
㎥まで

円

超過１㎥につき

２０円

５０㎥まで

円

超過１㎥につき

４０円

専用 工 場 用
㎥まで

円

超過１㎥につき

３０円

５００㎥まで

円

超過１㎥につき

５０円

専用 プ － ル 用
１㎥につき

３０円

１㎥につき

３０円

専用 臨 時 用
１㎥につき

５０円

１㎥につき

５０円

専用
集会所 墓地用及び

児 童 公 園 等
－ －

分水 玉 湯 町
１㎥につき（Ｓ ･ ･ から）

円

１㎥につき

円

分水 平田市島村簡易水道
１㎥につき（Ｓ ･８･ から）

円

１㎥につき

円

分水
宍 道 町 菅 原 地 区

簡 易 水 道
－ －

分水
宍道町佐々布旭･畑

地 区 簡 易 水 道
－ －

Ｓ ～Ｓ 年 Ｓ ～Ｓ 年 Ｓ ～Ｈ 年

基 本 料 金 超 過 料 金 基 本 料 金 超 過 料 金 基 本 料 金 超 過 料 金

８㎥まで

円

超過３０㎥まで

６４円

３１㎥以上

８０円

８㎥まで

円

超過３０㎥まで

８３円

３１㎥以上

１０４円

８㎥まで

円

超過３０㎥まで

１０５円

３１㎥以上

１３０円

１０㎥まで

円

超過３０㎥まで

６４円

３１㎥以上

８０円

１０㎥まで

円

超過３０㎥まで

８３円

３１㎥以上

１０４円

１０㎥まで

円

超過１㎥につき

１５０円

１０㎥まで

円

超過３０㎥まで

６４円

３１㎥以上

８０円

１０㎥まで

円

超過３０㎥まで

８３円

３１㎥以上

１０４円

１０㎥まで

円

超過１㎥につき

１３０円

５０㎥まで

円

超過１㎥につき

６４円

５０㎥まで

円

超過１㎥につき

８３円

５０㎥まで

円

超過１㎥につき

１３０円

５００㎥まで

円

超過１㎥につき

８０円

５００㎥まで

円

超過１㎥につき

１０４円

５００㎥まで

円

超過１㎥につき

１５０円

１㎥につき

５０円

１㎥につき

６５円

１㎥につき

８５円

１㎥につき

１５０円

１㎥につき

２００円

１㎥につき

４００円

－ －
１㎥につき

４００円

超過１㎥につき

１３０円

１㎥につき（Ｓ ･４･１から）

４９円

１㎥につき（Ｓ ･４･１から）

６４円

１㎥につき

８１円

１㎥につき（Ｓ ･４･１から）

６０円

１㎥につき（Ｓ ･４･１から）

８０円

１㎥につき

１０５円

－ －
１㎥につき Ｈ７･ ･ から

９７円

－ －
１㎥につき Ｈ７･９･５から

９７円

Ｈ元･ から消費税 ％を加算

Ｈ ･ から消費税及び地方消費税５％を加算
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（３） 水道料金の変遷

種別 用 途 別
Ｓ ～Ｓ 年 Ｓ ～Ｓ 年

基 本 料 金 超 過 料 金 基 本 料 金 超 過 料 金

専用 一 般 用
８㎥まで

円

超過１㎥につき

３０円

８㎥まで

円

超過３０㎥まで

４０円

３１㎥以上

５０円

専用 営 業 用
㎥まで

円

超過１㎥につき

３０円

１０㎥まで

円

超過３０㎥まで

４０円

３１㎥以上

５０円

専用 官 公 署 用
㎥まで

円

超過１㎥につき

３０円

１０㎥まで

円

超過３０㎥まで

４０円

３１㎥以上

５０円

専用 学 校 用
㎥まで

円

超過１㎥につき

２０円

５０㎥まで

円

超過１㎥につき

４０円

専用 工 場 用
㎥まで

円

超過１㎥につき

３０円

５００㎥まで

円

超過１㎥につき

５０円

専用 プ － ル 用
１㎥につき

３０円

１㎥につき

３０円

専用 臨 時 用
１㎥につき

５０円

１㎥につき

５０円

専用
集会所 墓地用及び

児 童 公 園 等
－ －

分水 玉 湯 町
１㎥につき（Ｓ ･ ･ から）

円

１㎥につき

円

分水 平田市島村簡易水道
１㎥につき（Ｓ ･８･ から）

円

１㎥につき

円

分水
宍 道 町 菅 原 地 区

簡 易 水 道
－ －

分水
宍道町佐々布旭･畑

地 区 簡 易 水 道
－ －

Ｓ ～Ｓ 年 Ｓ ～Ｓ 年 Ｓ ～Ｈ 年

基 本 料 金 超 過 料 金 基 本 料 金 超 過 料 金 基 本 料 金 超 過 料 金

８㎥まで

円

超過３０㎥まで

６４円

３１㎥以上

８０円

８㎥まで

円

超過３０㎥まで

８３円

３１㎥以上

１０４円

８㎥まで

円

超過３０㎥まで

１０５円

３１㎥以上

１３０円

１０㎥まで

円

超過３０㎥まで

６４円

３１㎥以上

８０円

１０㎥まで

円

超過３０㎥まで

８３円

３１㎥以上

１０４円

１０㎥まで

円

超過１㎥につき

１５０円

１０㎥まで

円

超過３０㎥まで

６４円

３１㎥以上

８０円

１０㎥まで

円

超過３０㎥まで

８３円

３１㎥以上

１０４円

１０㎥まで

円

超過１㎥につき

１３０円

５０㎥まで

円

超過１㎥につき

６４円

５０㎥まで

円

超過１㎥につき

８３円

５０㎥まで

円

超過１㎥につき

１３０円

５００㎥まで

円

超過１㎥につき

８０円

５００㎥まで

円

超過１㎥につき

１０４円

５００㎥まで

円

超過１㎥につき

１５０円

１㎥につき

５０円

１㎥につき

６５円

１㎥につき

８５円

１㎥につき

１５０円

１㎥につき

２００円

１㎥につき

４００円

－ －
１㎥につき

４００円

超過１㎥につき

１３０円

１㎥につき（Ｓ ･４･１から）

４９円

１㎥につき（Ｓ ･４･１から）

６４円

１㎥につき

８１円

１㎥につき（Ｓ ･４･１から）

６０円

１㎥につき（Ｓ ･４･１から）

８０円

１㎥につき

１０５円

－ －
１㎥につき Ｈ７･ ･ から

９７円

－ －
１㎥につき Ｈ７･９･５から

９７円

Ｈ元･ から消費税 ％を加算

Ｈ ･ から消費税及び地方消費税５％を加算
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Ｈ ～Ｈ 年 Ｈ ～Ｒ 年 Ｒ ～

基 本 料 金 超 過 料 金 基本料金 超 過 料 金 基本料金 超 過 料 金

８㎥まで

円

９㎥以上３０㎥まで

円

３１㎥以上

円

８㎥まで

円

９㎥以上３０㎥まで

円

３１㎥以上

円

８㎥まで

円

９㎥以上３０㎥まで

円

３１㎥以上

円

㎥まで

円

超過１㎥につき

円

㎥まで

円

超過１㎥につき

円

㎥まで

円

超過１㎥につき

円

㎥まで

円

超過１㎥につき

円

㎥まで

円

超過１㎥につき

円

㎥まで

円

超過１㎥につき

円

㎥まで

円

超過１㎥につき

円

㎥まで

円

超過１㎥につき

円

㎥まで

円

超過１㎥につき

円

㎥まで

円

超過１㎥につき

円

㎥まで

円

超過１㎥につき

円

㎥まで

円

超過１㎥につき

円

１㎥につき

円

１㎥につき

円

１㎥につき

円

１㎥につき

円

１㎥につき

円

１㎥につき

円

㎥まで

円

超過１㎥につき

円

㎥まで

円

超過１㎥につき

円

㎥まで

円

超過１㎥につき

円

１㎥につき

円

１㎥につき

円

１㎥につき

円

１ につき

円

１㎥につき

円

■平成 年 月 日から税込表示

■平成 年 月 日から消費税及び地方消費税 ％から ％に変更

■令和元年 月 日から消費税及び地方消費税 ％から ％に変更

（４） 加入金等の変遷

加入金の変遷 （単位 円）

口径 Ｓ Ｓ Ｓ Ｓ Ｓ Ｓ Ｓ Ｓ Ｓ Ｈ
～

㎜

㎜

㎜

㎜

㎜

㎜

㎜

㎜ － － － － － － － －

Ｈ元 から消費税 ％を加算

Ｈ から消費税及び地方消費税５％を加算

Ｈ から名称変更（加入負担金から加入金に）

Ｈ から税込表示

Ｈ から消費税及び地方消費税８％を加算

Ｒ から消費税及び地方消費税 ％を加算
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Ｈ ～Ｈ 年 Ｈ ～Ｒ 年 Ｒ ～

基 本 料 金 超 過 料 金 基本料金 超 過 料 金 基本料金 超 過 料 金

８㎥まで

円

９㎥以上３０㎥まで

円

３１㎥以上

円

８㎥まで

円

９㎥以上３０㎥まで

円

３１㎥以上

円

８㎥まで

円

９㎥以上３０㎥まで

円

３１㎥以上

円

㎥まで

円

超過１㎥につき

円

㎥まで

円

超過１㎥につき

円

㎥まで

円

超過１㎥につき

円

㎥まで

円

超過１㎥につき

円

㎥まで

円

超過１㎥につき

円

㎥まで

円

超過１㎥につき

円

㎥まで

円

超過１㎥につき

円

㎥まで

円

超過１㎥につき

円

㎥まで

円

超過１㎥につき

円

㎥まで

円

超過１㎥につき

円

㎥まで

円

超過１㎥につき

円

㎥まで

円

超過１㎥につき

円

１㎥につき

円

１㎥につき

円

１㎥につき

円

１㎥につき

円

１㎥につき

円

１㎥につき

円

㎥まで

円

超過１㎥につき

円

㎥まで

円

超過１㎥につき

円

㎥まで

円

超過１㎥につき

円

１㎥につき

円

１㎥につき

円

１㎥につき

円

１ につき

円

１㎥につき

円

■平成 年 月 日から税込表示

■平成 年 月 日から消費税及び地方消費税 ％から ％に変更

■令和元年 月 日から消費税及び地方消費税 ％から ％に変更

（４） 加入金等の変遷

加入金の変遷 （単位 円）

口径 Ｓ Ｓ Ｓ Ｓ Ｓ Ｓ Ｓ Ｓ Ｓ Ｈ
～

㎜

㎜

㎜

㎜

㎜

㎜

㎜

㎜ － － － － － － － －

Ｈ元 から消費税 ％を加算

Ｈ から消費税及び地方消費税５％を加算

Ｈ から名称変更（加入負担金から加入金に）

Ｈ から税込表示

Ｈ から消費税及び地方消費税８％を加算

Ｒ から消費税及び地方消費税 ％を加算
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７．業務の状況

年 度

項 目
説 明 平成 年度 平成 年度 平成 年度 平成 年度

行政区域内人口 人
年 度 末 の

行政区域内人口

計画給水人口 人
認可事業計画の

給 水 人 口

給水区域内人口 人
年 度 末 の

給水区域内人口

給 水 人 口 人
－ 給水区域内

未給水世帯数

普

及

率

行政区域内普及率 ％

給水区域内普及率 ％

給 水 件 数 戸
年 度 末 の

給 水 件 数

年 間 配 水 量 ㎥
配水池から送出

した年間水量

１日平均配水量 ㎥
（ ）

（年間日数）

１日最大配水量 Ｆ ㎥
日配水量

実績の最大値

人 日平均配水量
× 年間日数

人 日最大配水量 Ｌ
Ｆ

年間給水量

年間有収水量
㎥

水道料金収入の

対象年間給水量

有 収 率 ％
（ ）

（ ）

日平均有収水量 ㎥
（ ）

年間日数

人 日平均使用量 Ｌ
一般用有収水量

× 年間日数

職 員 数 人 企業団職員数

平成 年度 平成 年度 平成 年度

令和元年度

備 考全 体 斐川町・島村町 宍道町
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７．業務の状況

年 度

項 目
説 明 平成 年度 平成 年度 平成 年度 平成 年度

行政区域内人口 人
年 度 末 の

行政区域内人口

計画給水人口 人
認可事業計画の

給 水 人 口

給水区域内人口 人
年 度 末 の

給水区域内人口

給 水 人 口 人
－ 給水区域内

未給水世帯数

普

及

率

行政区域内普及率 ％

給水区域内普及率 ％

給 水 件 数 戸
年 度 末 の

給 水 件 数

年 間 配 水 量 ㎥
配水池から送出

した年間水量

１日平均配水量 ㎥
（ ）

（年間日数）

１日最大配水量 Ｆ ㎥
日配水量

実績の最大値

人 日平均配水量
× 年間日数

人 日最大配水量 Ｌ
Ｆ

年間給水量

年間有収水量
㎥

水道料金収入の

対象年間給水量

有 収 率 ％
（ ）

（ ）

日平均有収水量 ㎥
（ ）

年間日数

人 日平均使用量 Ｌ
一般用有収水量

× 年間日数

職 員 数 人 企業団職員数

平成 年度 平成 年度 平成 年度

令和元年度

備 考全 体 斐川町・島村町 宍道町
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８．水質検査結果

（１）浄水 （令和元年 月 日採水）

分 析 項 目 基 準 値
出西水源地
送水本管

直江配水池系
末端給水栓①

一般細菌 個 ℓ以下
大腸菌 検出されないこと 陰性 陰性
カドミウム及びその化合物 ℓ以下 未満 未満
水銀及びその化合物 ℓ以下 未満 未満
セレン及びその化合物 ℓ以下 未満 未満
鉛及びその化合物 ℓ以下 未満 未満
ヒ素及びその化合物 ℓ以下 未満 未満
六価クロム化合物 ℓ以下 未満 未満
亜硝酸態窒素 ℓ以下 未満 未満
シアン化物イオン及び塩化シアン ℓ以下 未満 未満
硝酸態窒素及び亜硝酸態窒素 ℓ以下
フッ素及びその化合物 ℓ以下 未満 未満
ホウ素及びその化合物 ℓ以下 未満 未満
四塩化炭素 ℓ以下 未満 未満
， －ジオキサン ℓ以下 未満 未満
シス－ －ジクロロエチレン ℓ以下 未満 未満
ジクロロメタン ℓ以下 未満 未満
テトラクロロエチレン ℓ以下 未満 未満
トリクロロエチレン ℓ以下 未満 未満
ベンゼン ℓ以下 未満 未満
塩素酸 ℓ以下 未満 未満
クロロ酢酸 ℓ以下 未満 未満
クロロホルム ℓ以下 未満 未満
ジクロロ酢酸 ℓ以下 未満 未満
ジブロモクロロメタン ℓ以下 未満
臭素酸 ℓ以下 未満 未満
総トリハロメタン ℓ以下 未満
トリクロロ酢酸 ℓ以下 未満 未満
ブロモジクロロメタン ℓ以下 未満 未満
ブロモホルム ℓ以下 未満 未満
ホルムアルデヒド ℓ以下 未満 未満
亜鉛及びその化合物 ℓ以下 未満
アルミニウム及びその化合物 ℓ以下 未満 未満
鉄及びその化合物 ℓ以下 未満 未満
銅及びその化合物 ℓ以下
ナトリウム及びその化合物 ℓ以下
マンガン及びその化合物 ℓ以下 未満 未満
塩化物イオン ℓ以下
カルシウム、マグネシウム等 （硬度） ℓ以下
蒸発残留物 ℓ以下
陰イオン界面活性剤 ℓ以下 未満 未満
ジェオスミン ℓ以下 未満 未満
－メチルイソボルネオール ℓ以下 未満 未満
非イオン界面活性剤 ℓ以下 未満 未満
フェノール類 ℓ以下 未満 未満
有機物等（全有機炭素（ ）の量） ℓ以下 未満 未満
ｐＨ値 以上 以下
味 異常でない 異常なし 異常なし
臭気 異常でない 異常なし 異常なし
色度 度以下 未満 未満
濁度 度以下 未満 未満
残留塩素（参考値）
導電率

（２）原水

（令和元年 月 日採水）

分 析 項 目 Ｎｏ． 取水井 Ｎｏ． 取水井 Ｎｏ． 取水井 Ｎｏ． 取水井 Ｎｏ． 取水井

一般細菌

大腸菌 陰性 陰性 陰性 陰性 陰性

カドミウム及びその化合物 未満 未満 未満 未満 未満

水銀及びその化合物 未満 未満 未満 未満 未満

セレン及びその化合物 未満 未満 未満 未満 未満

鉛及びその化合物 未満 未満 未満 未満 未満

ヒ素及びその化合物 未満 未満 未満 未満 未満

六価クロム化合物 未満 未満 未満 未満 未満

亜硝酸態窒素 未満 未満 未満 未満 未満

シアン化物イオン及び塩化シアン 未満 未満 未満 未満 未満

硝酸態窒素及び亜硝酸態窒素

フッ素及びその化合物 未満 未満 未満 未満 未満

ほう素及びその化合物 未満 未満 未満 未満 未満

四塩化炭素 未満 未満 未満 未満 未満

， －ジオキサン 未満 未満 未満 未満 未満

シス－ －ジクロロエチレン 未満 未満 未満 未満 未満

ジクロロメタン 未満 未満 未満 未満 未満

テトラクロロエチレン 未満 未満 未満 未満 未満

トリクロロエチレン 未満 未満 未満 未満 未満

ベンゼン 未満 未満 未満 未満 未満

亜鉛及びその化合物 未満 未満 未満 未満 未満

アルミニウム及びその化合物 未満 未満 未満 未満 未満

鉄及びその化合物 未満 未満

銅及びその化合物 未満 未満 未満 未満 未満

ナトリウム及びその化合物

マンガン及びその化合物 未満

塩化物イオン

カルシウム、マグネシウム等 （硬度）

蒸発残留物

陰イオン界面活性剤 未満 未満 未満 未満 未満

ジェオスミン 未満 未満 未満 未満 未満

－メチルイソボルネオール 未満 未満 未満 未満 未満

非イオン界面活性剤 未満 未満 未満 未満 未満

フェノール 未満 未満 未満 未満 未満

有機物等（マンガン酸カリウム消費量） 未満 未満 未満 未満 未満

ｐＨ値

臭気 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし

色度 未満 未満 未満

濁度 未満 未満 未満 未満

導電率

大腸菌（最確数） 未満 未満 未満 未満 未満

嫌気性芽胞菌 陰性 陰性 陰性 陰性 陰性
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８．水質検査結果

（１）浄水 （令和元年 月 日採水）

分 析 項 目 基 準 値
出西水源地
送水本管

直江配水池系
末端給水栓①

一般細菌 個 ℓ以下
大腸菌 検出されないこと 陰性 陰性
カドミウム及びその化合物 ℓ以下 未満 未満
水銀及びその化合物 ℓ以下 未満 未満
セレン及びその化合物 ℓ以下 未満 未満
鉛及びその化合物 ℓ以下 未満 未満
ヒ素及びその化合物 ℓ以下 未満 未満
六価クロム化合物 ℓ以下 未満 未満
亜硝酸態窒素 ℓ以下 未満 未満
シアン化物イオン及び塩化シアン ℓ以下 未満 未満
硝酸態窒素及び亜硝酸態窒素 ℓ以下
フッ素及びその化合物 ℓ以下 未満 未満
ホウ素及びその化合物 ℓ以下 未満 未満
四塩化炭素 ℓ以下 未満 未満
， －ジオキサン ℓ以下 未満 未満
シス－ －ジクロロエチレン ℓ以下 未満 未満
ジクロロメタン ℓ以下 未満 未満
テトラクロロエチレン ℓ以下 未満 未満
トリクロロエチレン ℓ以下 未満 未満
ベンゼン ℓ以下 未満 未満
塩素酸 ℓ以下 未満 未満
クロロ酢酸 ℓ以下 未満 未満
クロロホルム ℓ以下 未満 未満
ジクロロ酢酸 ℓ以下 未満 未満
ジブロモクロロメタン ℓ以下 未満
臭素酸 ℓ以下 未満 未満
総トリハロメタン ℓ以下 未満
トリクロロ酢酸 ℓ以下 未満 未満
ブロモジクロロメタン ℓ以下 未満 未満
ブロモホルム ℓ以下 未満 未満
ホルムアルデヒド ℓ以下 未満 未満
亜鉛及びその化合物 ℓ以下 未満
アルミニウム及びその化合物 ℓ以下 未満 未満
鉄及びその化合物 ℓ以下 未満 未満
銅及びその化合物 ℓ以下
ナトリウム及びその化合物 ℓ以下
マンガン及びその化合物 ℓ以下 未満 未満
塩化物イオン ℓ以下
カルシウム、マグネシウム等 （硬度） ℓ以下
蒸発残留物 ℓ以下
陰イオン界面活性剤 ℓ以下 未満 未満
ジェオスミン ℓ以下 未満 未満
－メチルイソボルネオール ℓ以下 未満 未満
非イオン界面活性剤 ℓ以下 未満 未満
フェノール類 ℓ以下 未満 未満
有機物等（全有機炭素（ ）の量） ℓ以下 未満 未満
ｐＨ値 以上 以下
味 異常でない 異常なし 異常なし
臭気 異常でない 異常なし 異常なし
色度 度以下 未満 未満
濁度 度以下 未満 未満
残留塩素（参考値）
導電率

（２）原水

（令和元年 月 日採水）

分 析 項 目 Ｎｏ． 取水井 Ｎｏ． 取水井 Ｎｏ． 取水井 Ｎｏ． 取水井 Ｎｏ． 取水井

一般細菌

大腸菌 陰性 陰性 陰性 陰性 陰性

カドミウム及びその化合物 未満 未満 未満 未満 未満

水銀及びその化合物 未満 未満 未満 未満 未満

セレン及びその化合物 未満 未満 未満 未満 未満

鉛及びその化合物 未満 未満 未満 未満 未満

ヒ素及びその化合物 未満 未満 未満 未満 未満

六価クロム化合物 未満 未満 未満 未満 未満

亜硝酸態窒素 未満 未満 未満 未満 未満

シアン化物イオン及び塩化シアン 未満 未満 未満 未満 未満

硝酸態窒素及び亜硝酸態窒素

フッ素及びその化合物 未満 未満 未満 未満 未満

ほう素及びその化合物 未満 未満 未満 未満 未満

四塩化炭素 未満 未満 未満 未満 未満

， －ジオキサン 未満 未満 未満 未満 未満

シス－ －ジクロロエチレン 未満 未満 未満 未満 未満

ジクロロメタン 未満 未満 未満 未満 未満

テトラクロロエチレン 未満 未満 未満 未満 未満

トリクロロエチレン 未満 未満 未満 未満 未満

ベンゼン 未満 未満 未満 未満 未満

亜鉛及びその化合物 未満 未満 未満 未満 未満

アルミニウム及びその化合物 未満 未満 未満 未満 未満

鉄及びその化合物 未満 未満

銅及びその化合物 未満 未満 未満 未満 未満

ナトリウム及びその化合物

マンガン及びその化合物 未満

塩化物イオン

カルシウム、マグネシウム等 （硬度）

蒸発残留物

陰イオン界面活性剤 未満 未満 未満 未満 未満

ジェオスミン 未満 未満 未満 未満 未満

－メチルイソボルネオール 未満 未満 未満 未満 未満

非イオン界面活性剤 未満 未満 未満 未満 未満

フェノール 未満 未満 未満 未満 未満

有機物等（マンガン酸カリウム消費量） 未満 未満 未満 未満 未満

ｐＨ値

臭気 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし

色度 未満 未満 未満

濁度 未満 未満 未満 未満

導電率

大腸菌（最確数） 未満 未満 未満 未満 未満

嫌気性芽胞菌 陰性 陰性 陰性 陰性 陰性
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Ⅲ 財 務 状 況

１．令和元年度 決算書

収益的収入及び支出 （単位：円 税込）

区 分 予 算 額 決 算 額 （ 内 消 費 税 ）

営 業 収 益

営 業 外 収 益

特 別 利 益

収 入 合 計

営 業 費 用

営 業 外 費 用

特 別 損 失

予 備 費

支 出 合 計

資本的収入及び支出 （単位：円 税込）

区 分 予 算 額 決 算 額 （ 内 消 費 税 ）

企 業 債

工 事 負 担 金

負 担 金

他 会 計 負 担 金

長 期 貸 付 金 返 戻 金

収 入 合 計

建 設 改 良 費

企 業 債 償 還 金

予 備 費

支 出 合 計
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Ⅲ 財 務 状 況

１．令和元年度 決算書

収益的収入及び支出 （単位：円 税込）

区 分 予 算 額 決 算 額 （ 内 消 費 税 ）

営 業 収 益

営 業 外 収 益

特 別 利 益

収 入 合 計

営 業 費 用

営 業 外 費 用

特 別 損 失

予 備 費

支 出 合 計

資本的収入及び支出 （単位：円 税込）

区 分 予 算 額 決 算 額 （ 内 消 費 税 ）

企 業 債

工 事 負 担 金

負 担 金

他 会 計 負 担 金

長 期 貸 付 金 返 戻 金

収 入 合 計

建 設 改 良 費

企 業 債 償 還 金

予 備 費

支 出 合 計
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２．損益計算書

平成 年 月 日～令和 年 月 日 単位：円・％

借 方 貸 方

科 目 金 額 構 成 比 科 目 金 額 構成比

営 業 費 用

原水及び浄水費

配水及び給水費

総 係 費

減 価 償 却 費

資 産 減 耗 費

その他営業費用

営 業 外 費 用

支払利息及び企業債取扱諸費

雑 支 出

特 別 損 失

過年度損益修正損

当年度純利益

‐

営 業 収 益

給 水 収 益

その他営業収益

営 業 外 収 益

受取利息及び配当金

他 会 計 負 担 金

長期前受金戻入

雑 収 益

特 別 利 益

過年度損益修正益

その他特別利益

合 計 合 計

表中の金額には消費税は含まない。

第 配水池門扉

３．貸借対照表

令和 年 月 日 （単位：円・％）

借 方 貸 方

科 目 金 額 構成比 科 目 金 額 構 成 比

固 定 資 産

有形固定資産

土 地

建 物

構 築 物

機械及び装置

車両運搬具

工具器具及び備品

建設仮勘定

投資その他資産   

投資有価証券

出 資 金

長期貸付金

流 動 資 産

現 金 預 金

未 収 金

貸倒引当金

貯 蔵 品

△ △

固 定 負 債

企 業 債

引 当 金

流 動 負 債

企 業 債

未 払 金

引 当 金

その他流動負債

繰 延 収 益

長 期 前 受 金

うち収益化累計額

負 債 合 計

資 本 金

自 己 資 本 金

剰 余 金

資 本 剰 余 金

寄 付 金

負 担 金

工 事 負 担 金

加 入 金

補 償 金

他会計負担金

補 助 金

利 益 剰 余 金

減 債 積 立 金

未処分利益剰余金

資 本 合 計

△ △

資 産 合 計 負債資本合計

表中の金額は消費税決算処理後の金額である。

第 配水池流量計室

第 配水池流量計室
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２．損益計算書

平成 年 月 日～令和 年 月 日 単位：円・％

借 方 貸 方

科 目 金 額 構 成 比 科 目 金 額 構成比

営 業 費 用

原水及び浄水費

配水及び給水費

総 係 費

減 価 償 却 費

資 産 減 耗 費

その他営業費用

営 業 外 費 用

支払利息及び企業債取扱諸費

雑 支 出

特 別 損 失

過年度損益修正損

当年度純利益

‐

営 業 収 益

給 水 収 益

その他営業収益

営 業 外 収 益

受取利息及び配当金

他 会 計 負 担 金

長期前受金戻入

雑 収 益

特 別 利 益

過年度損益修正益

その他特別利益

合 計 合 計

表中の金額には消費税は含まない。

第 配水池門扉

３．貸借対照表

令和 年 月 日 （単位：円・％）

借 方 貸 方

科 目 金 額 構成比 科 目 金 額 構 成 比

固 定 資 産

有形固定資産

土 地

建 物

構 築 物

機械及び装置

車両運搬具

工具器具及び備品

建設仮勘定

投資その他資産   

投資有価証券

出 資 金

長期貸付金

流 動 資 産

現 金 預 金

未 収 金

貸倒引当金

貯 蔵 品

△ △

固 定 負 債

企 業 債

引 当 金

流 動 負 債

企 業 債

未 払 金

引 当 金

その他流動負債

繰 延 収 益

長 期 前 受 金

うち収益化累計額

負 債 合 計

資 本 金

自 己 資 本 金

剰 余 金

資 本 剰 余 金

寄 付 金

負 担 金

工 事 負 担 金

加 入 金

補 償 金

他会計負担金

補 助 金

利 益 剰 余 金

減 債 積 立 金

未処分利益剰余金

資 本 合 計

△ △

資 産 合 計 負債資本合計

表中の金額は消費税決算処理後の金額である。

第 配水池流量計室

第 配水池流量計室
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４．損益計算の推移

年 度 事 業 収 益 事 業 費 用
費 用 の

人 件 費 動 力 費 修 繕 費

平成 年度

平成 年度

平成 年度

平成 年度

平成 年度

平成 年度

平成 年度

平成 年度

平成 年度

平成 年度

平成 年度

平成 年度

平成 年度

平成 年度

平成 年度

平成 年度

令和元年度

単位：千円

構 成
給 水 原 価 供 給 単 価

減価償却費 支 払 利 息 受託工事 費 そ の 他 費 用
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４．損益計算の推移

年 度 事 業 収 益 事 業 費 用
費 用 の

人 件 費 動 力 費 修 繕 費

平成 年度

平成 年度

平成 年度

平成 年度

平成 年度

平成 年度

平成 年度

平成 年度

平成 年度

平成 年度

平成 年度

平成 年度

平成 年度

平成 年度

平成 年度

平成 年度

令和元年度

単位：千円

構 成
給 水 原 価 供 給 単 価

減価償却費 支 払 利 息 受託工事 費 そ の 他 費 用
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５．財務比率・経営比率

区 分 算 式 平成 年 平成 年 平成 年 平成 年 令和元年

１ 普 及 率
現 在 給 水 人 口

行政区域内現在人口

％ ％ ％ ％ ％

２ 平 均 有 収 量
１日平均 有収水量

現 在 給 水 人 口

㍑ ㍑ ㍑ ㍑ ㍑

３
有形固定資産

減 価 償 却 率

有形固定資産減価償却累計額

償却対象資産帳簿原価

％ ％ ％ ％ ％

４ 施 設 利 用 率
日 平 均 配 水 量

日 配 水 能 力

％ ％ ％ ％ ％

５ 有 収 率
年間総有収水量

年間総配水量

％ ％ ％ ％ ％

６
配 水 管

使 用 効 率

年間総配水量

導送配水管延長

％ ％ ％ ％ ％

７ 最 大 稼 動 率
日最大配水量

日配水能力

％ ％ ％ ％ ％

８ 負 荷 率
日平均配水量

日最大配水量

％ ％ ％ ％ ％

９ 総 収 支 比 率
総 収 益

総 費 用

％ ％ ％ ％ ％

経常収支比率
営業収益＋営業外収益

営業費用＋営業外費用

％ ％ ％ ％ ％

累積欠損金比率
累 積 欠 損 金

営業収益―受託工事収益

％ ％ ％ ％ ％

繰入金比率

（収益的収入分）

損益勘定繰入金

収 益 的 収 入

％ ％ ％ ％ ％

繰入金比率

（資本的収入分）

資本勘定繰入金

資 本 的 収 入

％ ％ ％ ％ ％

職員一人当り

給 水 人 口

現 在 給 水 人 口

損益勘定職員数

人 人 人 人 人

職員一人当り

給水収益

給 水 収 益

損益勘定職員数

千円 千円 千円 千円 千円

給水収益に対する割合

（うち職員給与費）

職 員 給 与 費

給 水 収 益

％ ％ ％ ％ ％

＊規模別全国平均は 水源別･給水人口 万人以上 万人未満の事業体の平均値をいう。

平成３０年

規模別全国平均
備 考

％ 給水人口規模の大きい事業ほど都市部の占める割合が比較的高いため、普及率も高くなる。

㍑ 都市部を抱える給水人口規模の大きい事業においては、業務用の大口使用の影響により有収水量が多くなっ

ている。

％ 資産の減価償却の割合を示す比率で、減価償却の進み具合や資産の経過年数を示す。資金の内部留保がどの

程度かを示し資金計画策定上でも重要な判断材料である。

％ 水道施設の利用状況を総合的に判断する指標。この数値が高いほど経済的であるが負荷率・最大稼働率と併

せて施設規模をみることが大切である。

％ 施設の稼動状況がそのまま収益につながっているかについて確認するための重要な指標。

有収率が高いのは老朽管更新等による漏水防止対策が進んでいるといえる。

％ 施設の効率性を示す指標で、給水区域内における人口密度の影響をうける。

％ 計画に対する施設利用効率を示す指標。この数値が低いと施設が遊休状態であり過大投資と言える。一方

％に近いと安定的な給水が問題となる。

％ 施設の効率性を示す指標。

水道事業は季節によって需要変動のある事業であり、この数値が高いほど効率的である。

％ 企業の収益性を示す指標。総費用が総収益によってどの程度賄われているかを示し、これが ％以上であ

れば良好な収支といえる。

％ 企業の経常的な活動における収益性を示す指標。経常費用が経常収益によってどの程度賄われているかを示

し、 ％以上で高いほど利益率が良い。

％ 事業体の経営状況が健全な状態にあるかを把握しようとするものである。

％ 収益的収入における繰入金依存度を分析するものである。

％ 資本的収入における繰入金依存度を分析するものである。

人 労働生産性を分析する指標。

職員数と業務量について給水人口で比較した比率。損益勘定所属職員で令和元年度は６名である。

千円 労働生産性を分析する指標。

職員数と業務量について営業収益で比較した比率。

給水収益と比較した場合の職員給与費用の比率。
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５．財務比率・経営比率

区 分 算 式 平成 年 平成 年 平成 年 平成 年 令和元年

１ 普 及 率
現 在 給 水 人 口

行政区域内現在人口

％ ％ ％ ％ ％

２ 平 均 有 収 量
１日平均 有収水量

現 在 給 水 人 口

㍑ ㍑ ㍑ ㍑ ㍑

３
有形固定資産

減 価 償 却 率

有形固定資産減価償却累計額

償却対象資産帳簿原価

％ ％ ％ ％ ％

４ 施 設 利 用 率
日 平 均 配 水 量

日 配 水 能 力

％ ％ ％ ％ ％

５ 有 収 率
年間総有収水量

年間総配水量

％ ％ ％ ％ ％

６
配 水 管

使 用 効 率

年間総配水量

導送配水管延長

％ ％ ％ ％ ％

７ 最 大 稼 動 率
日最大配水量

日配水能力

％ ％ ％ ％ ％

８ 負 荷 率
日平均配水量

日最大配水量

％ ％ ％ ％ ％

９ 総 収 支 比 率
総 収 益

総 費 用

％ ％ ％ ％ ％

経常収支比率
営業収益＋営業外収益

営業費用＋営業外費用

％ ％ ％ ％ ％

累積欠損金比率
累 積 欠 損 金

営業収益―受託工事収益

％ ％ ％ ％ ％

繰入金比率

（収益的収入分）

損益勘定繰入金

収 益 的 収 入

％ ％ ％ ％ ％

繰入金比率

（資本的収入分）

資本勘定繰入金

資 本 的 収 入

％ ％ ％ ％ ％

職員一人当り

給 水 人 口

現 在 給 水 人 口

損益勘定職員数

人 人 人 人 人

職員一人当り

給水収益

給 水 収 益

損益勘定職員数

千円 千円 千円 千円 千円

給水収益に対する割合

（うち職員給与費）

職 員 給 与 費

給 水 収 益

％ ％ ％ ％ ％

＊規模別全国平均は 水源別･給水人口 万人以上 万人未満の事業体の平均値をいう。

平成３０年

規模別全国平均
備 考

％ 給水人口規模の大きい事業ほど都市部の占める割合が比較的高いため、普及率も高くなる。

㍑ 都市部を抱える給水人口規模の大きい事業においては、業務用の大口使用の影響により有収水量が多くなっ

ている。

％ 資産の減価償却の割合を示す比率で、減価償却の進み具合や資産の経過年数を示す。資金の内部留保がどの

程度かを示し資金計画策定上でも重要な判断材料である。

％ 水道施設の利用状況を総合的に判断する指標。この数値が高いほど経済的であるが負荷率・最大稼働率と併

せて施設規模をみることが大切である。

％ 施設の稼動状況がそのまま収益につながっているかについて確認するための重要な指標。

有収率が高いのは老朽管更新等による漏水防止対策が進んでいるといえる。

％ 施設の効率性を示す指標で、給水区域内における人口密度の影響をうける。

％ 計画に対する施設利用効率を示す指標。この数値が低いと施設が遊休状態であり過大投資と言える。一方

％に近いと安定的な給水が問題となる。

％ 施設の効率性を示す指標。

水道事業は季節によって需要変動のある事業であり、この数値が高いほど効率的である。

％ 企業の収益性を示す指標。総費用が総収益によってどの程度賄われているかを示し、これが ％以上であ

れば良好な収支といえる。

％ 企業の経常的な活動における収益性を示す指標。経常費用が経常収益によってどの程度賄われているかを示

し、 ％以上で高いほど利益率が良い。

％ 事業体の経営状況が健全な状態にあるかを把握しようとするものである。

％ 収益的収入における繰入金依存度を分析するものである。

％ 資本的収入における繰入金依存度を分析するものである。

人 労働生産性を分析する指標。

職員数と業務量について給水人口で比較した比率。損益勘定所属職員で令和元年度は６名である。

千円 労働生産性を分析する指標。

職員数と業務量について営業収益で比較した比率。

給水収益と比較した場合の職員給与費用の比率。
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区 分 算 式 平成 年 平成 年 平成 年 平成 年 令和元年

給水収益に対する割合

（うち企業債利息）

企 業 債 利 息

給 水 収 益

％ ％ ％ ％ ％

給水収益に対する割合

（うち減価償却費）

減 価 償 却 費

給 水 収 益

％ ％ ％ ％ ％

料 金 回 収 率
供 給 単 価

給 水 原 価

％ ％ ％ ％ ％

一ヶ月当り家庭

用料金 ㎥

円 円 円 円 円

流 動 比 率
流 動 資 産

流 動 負 債

％ ％ ％ ％ ％

当 座 比 率

現金・預金＋（未収金

貸倒引当金）

流 動 負 債

％ ％ ％ ％ ％

自 己 資 本

構 成 比 率

自己資本金 剰余金 繰延収益

負 債 資 本 合 計

％ ％ ％ ％ ％

固 定 資 産 対

長期資本比率

固 定 資 産

資本金＋剰余金＋固定負債 繰延収益

％ ％ ％ ％ ％

資 本 費

企業債利息＋減価償却費

長期前受金戻入

年間総有収水量

円 円 円 円 円

営業収支比率
営業収益－受託工事収益

営業費用－受託工事費用

％ ％ ％ ％ ％

自己資本回転率
営業収益―受託工事収益

（期首自己資本金＋期末自己資本金）÷

回 回 回 回 回

企業債償還元金対

減価償却費比率

企 業 債 償 還 元 金

当年度減価償却費 長期

前受金戻入

％ ％ ％ ％ ％

職員給与費対営

業収益率

職 員 給 与 費

営業収益 受託工事収益

％ ％ ％ ％ ％

給 水 原 価

経常費用－ 受託工事費＋材料売却原価

長期前受金戻入

年 間 総 有 収 水 量

円 円 円 円 円

供 給 単 価
給 水 収 益

年間総有収水量

円 円 円 円 円

平成３０年

規模別全国平均
備 考

％ 給水収益と比較した場合の企業債利息の比率。全国平均よりも上回っているのは、更新工事を行っているこ

とによる。

％ 給水収益と比較した場合の減価償却費の比率。全国平均よりも上回っているのは更新工事を行っていること

による。第 期増補改良事業完了及び簡易水道統合によりアップした。

％ 供給単価と給水原価との関係をみる指標。

数値が ％以下の場合、給水にかかる費用が水道料金による収入以外の収入で賄われていることになる。

円

％ 流動負債に対する流動資産の割合であり、短期債務に対する支払能力を表わした指標。

比率が ％を下回っていれば不良債務が発生していることになる。

％ 支払義務としての流動負債に対する支払手段としての当座資金の割合であり、流動比率の補助的な比率。

流動比率との差は当座資産等の割合の差を示し、短期債務に対する直接的な支払能力を表している。

％ 総資本 負債・資本 に占める自己資本 自己資本金・剰余金・繰延収益 の割合を示す比率。

建設費の大部分を企業債で調達しているが、事業経営の安定化を図るには自己資本の造成が必要である。

％ 固定資産がどの程度長期の資本で調達されているかを示し、事業の固定的・安定的安全性をみる指標。

円 有収水量１㎥当りの製造原価のうち減価償却費及び企業債利息の額。

％ 営業活動における収益性をみるための指標。営業費用が営業収益によってどの程度賄われているかを示し、

数値が ％以上で高いほど利益率が良い。

回 自己資本に対する営業収益の割合であり、期間中に自己資本の何倍の営業収益があったかを示すものである。

この比率が高いほど投下資本に比して営業活動が活発であることを意味する。

％ 減価償却費で企業債償還元金を賄えるかを示し、投下資本の回収と再投資との間のバランスを見る指標。

この比率が ％を超えると再投資を行うにあたって外部資金に頼らざるを得なくなり投資の健全性を失う。

％ 営業収益に対する職員給与費の割合を示す指標。

円 有収水量１㎥当りの製造原価であり、費用を抑制し有収水量を増やせば低くできるが、供給単価を大きく上

回ると赤字の要因となる。

円 水道事業の公益性から見ると出来るだけ低いほうが良いが､給水原価を下回ると収益性が悪化し問題である。
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区 分 算 式 平成 年 平成 年 平成 年 平成 年 令和元年

給水収益に対する割合

（うち企業債利息）

企 業 債 利 息

給 水 収 益

％ ％ ％ ％ ％

給水収益に対する割合

（うち減価償却費）

減 価 償 却 費

給 水 収 益

％ ％ ％ ％ ％

料 金 回 収 率
供 給 単 価

給 水 原 価

％ ％ ％ ％ ％

一ヶ月当り家庭

用料金 ㎥

円 円 円 円 円

流 動 比 率
流 動 資 産

流 動 負 債

％ ％ ％ ％ ％

当 座 比 率

現金・預金＋（未収金

貸倒引当金）

流 動 負 債

％ ％ ％ ％ ％

自 己 資 本

構 成 比 率

自己資本金 剰余金 繰延収益

負 債 資 本 合 計

％ ％ ％ ％ ％

固 定 資 産 対

長期資本比率

固 定 資 産

資本金＋剰余金＋固定負債 繰延収益

％ ％ ％ ％ ％

資 本 費

企業債利息＋減価償却費

長期前受金戻入

年間総有収水量

円 円 円 円 円

営業収支比率
営業収益－受託工事収益

営業費用－受託工事費用

％ ％ ％ ％ ％

自己資本回転率
営業収益―受託工事収益

（期首自己資本金＋期末自己資本金）÷

回 回 回 回 回

企業債償還元金対

減価償却費比率

企 業 債 償 還 元 金

当年度減価償却費 長期

前受金戻入

％ ％ ％ ％ ％

職員給与費対営

業収益率

職 員 給 与 費

営業収益 受託工事収益

％ ％ ％ ％ ％

給 水 原 価

経常費用－ 受託工事費＋材料売却原価

長期前受金戻入

年 間 総 有 収 水 量

円 円 円 円 円

供 給 単 価
給 水 収 益

年間総有収水量

円 円 円 円 円

平成３０年

規模別全国平均
備 考

％ 給水収益と比較した場合の企業債利息の比率。全国平均よりも上回っているのは、更新工事を行っているこ

とによる。

％ 給水収益と比較した場合の減価償却費の比率。全国平均よりも上回っているのは更新工事を行っていること

による。第 期増補改良事業完了及び簡易水道統合によりアップした。

％ 供給単価と給水原価との関係をみる指標。

数値が ％以下の場合、給水にかかる費用が水道料金による収入以外の収入で賄われていることになる。

円

％ 流動負債に対する流動資産の割合であり、短期債務に対する支払能力を表わした指標。

比率が ％を下回っていれば不良債務が発生していることになる。

％ 支払義務としての流動負債に対する支払手段としての当座資金の割合であり、流動比率の補助的な比率。

流動比率との差は当座資産等の割合の差を示し、短期債務に対する直接的な支払能力を表している。

％ 総資本 負債・資本 に占める自己資本 自己資本金・剰余金・繰延収益 の割合を示す比率。

建設費の大部分を企業債で調達しているが、事業経営の安定化を図るには自己資本の造成が必要である。

％ 固定資産がどの程度長期の資本で調達されているかを示し、事業の固定的・安定的安全性をみる指標。

円 有収水量１㎥当りの製造原価のうち減価償却費及び企業債利息の額。

％ 営業活動における収益性をみるための指標。営業費用が営業収益によってどの程度賄われているかを示し、

数値が ％以上で高いほど利益率が良い。

回 自己資本に対する営業収益の割合であり、期間中に自己資本の何倍の営業収益があったかを示すものである。

この比率が高いほど投下資本に比して営業活動が活発であることを意味する。

％ 減価償却費で企業債償還元金を賄えるかを示し、投下資本の回収と再投資との間のバランスを見る指標。

この比率が ％を超えると再投資を行うにあたって外部資金に頼らざるを得なくなり投資の健全性を失う。

％ 営業収益に対する職員給与費の割合を示す指標。

円 有収水量１㎥当りの製造原価であり、費用を抑制し有収水量を増やせば低くできるが、供給単価を大きく上

回ると赤字の要因となる。

円 水道事業の公益性から見ると出来るだけ低いほうが良いが､給水原価を下回ると収益性が悪化し問題である。
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６ 料金原価

（令和元年度）

給水原価

経常費用― 受託工事費＋材料売却原価 長期前受金戻入

＝ 円 銭

有 収 水 量 ㎥

―原水及び浄水費 円 円 銭

―営業費用

円 ―配水及び給水費 円 円 銭

円 銭

―総 係 費 円 円 銭

給水原価―

円 銭 ―減 価 償 却 費 円 円 銭

―資 産 減 耗 費 円 円 銭

―営業外費用――支払利息及び企業債取扱緒費 円 円 銭

円

円 銭

―雑 支 出 円 円 銭

―営業外収益―長期前受金戻入 △ 円 △ 円 銭

△ 円

△ 円 銭

供給単価（販売価格）

給 水 収 益（円）

―――――――― ――――――― ＝ 円 銭

有 収 水 量（㎥

税抜き金額

経常費用 営業費用＋営業外費用

工 業 用 水 道 事 業  Ⅳ 

年報_トビラ_出力  12.11.2  5:10 PM  ページ4
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６ 料金原価

（令和元年度）

給水原価

経常費用― 受託工事費＋材料売却原価 長期前受金戻入

＝ 円 銭

有 収 水 量 ㎥

―原水及び浄水費 円 円 銭

―営業費用

円 ―配水及び給水費 円 円 銭

円 銭

―総 係 費 円 円 銭

給水原価―

円 銭 ―減 価 償 却 費 円 円 銭

―資 産 減 耗 費 円 円 銭

―営業外費用――支払利息及び企業債取扱緒費 円 円 銭

円

円 銭

―雑 支 出 円 円 銭

―営業外収益―長期前受金戻入 △ 円 △ 円 銭

△ 円

△ 円 銭

供給単価（販売価格）

給 水 収 益（円）

―――――――― ――――――― ＝ 円 銭

有 収 水 量（㎥

税抜き金額

経常費用 営業費用＋営業外費用

工 業 用 水 道 事 業  Ⅳ 

年報_トビラ_出力  12.11.2  5:10 PM  ページ4
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Ⅳ 工業用水道事業の概要

．工業用水道事業のあゆみ

斐川町の誘致企業等に工業用水の供給を行うことを目的に、昭和 年 月 日付けで

通商産業大臣（ 立第 号・ 受理）に工業用水道事業の届出をしました。本

工業用水事業は、上水道水源地の下流部の地下水を水源とし、全体計画では口径

のさく井を 本築造し、計画取水量 ㎥、計画給水量 ㎥を供給する事業です。

第１期工事は平成元年 月から着手し、計画配水量 ㎥で取水井 本、貯水池 池を

築造し、平成 年 月 日から㈱出雲村田製作所に供給を開始しました。

その後、㈱出雲村田製作所への 日最大給水量の増大と、㈱島根富士通への供給開始の

ため、平成 年度から第２期工事に着手し、第３取水井の新設による安定取水を図ると共

に、㈱島根富士通への配水管布設工事を施行し、平成 年 月から㈱島根富士通への給水

を開始しました。

老朽化した施設の更新と安定給水のため、平成 年度から第 期工事（電気機械設備工

事、配水管布設工事、取水井作井工事）がスタートし、平成 年度に電気機械設備工事と

配

　また、㈱出雲村田製作所の新工場が稼動を開始したため、令和元年11月から給水を開始

しています。

水管布設工事が完了し、旧上水道第 配水池（直江町Ｖ ＝ ㎥）を利用した自然流

下方式での配水を開始しました。

２．事業の実施状況

届出年月日 昭和63年9月30日 －

1日最大取水量 ㎥ ㎥ 9,000㎥ 9,000㎥

1日最大給水量 ㎥ ㎥ 8,370㎥ 8,370㎥

着工年月日 平成59年12月24日 平成元年 月 日 平成 年 月 日 平成23年7月21日

竣工年月日 平成 年 月 日 平成 年 月 日 平成 年 月 日 平成27年3月31日

事業費 千円 千円 千円 523,777千円

＊取水施設 ＊取水施設 ＊取水施設 ＊送水施設

主要設備 取水井　　　→ 井 取水井　→ 井 № 、№ 取水井　→ 井 № ポンプ更新　　　　3基

導水管 ∅200～∅350　578m 導水管 ∅200～∅250　135m 導水管∅250～∅350　443m 送水管φ450　　　49m

＊配水施設 ＊配水施設 ＊配水施設 受電・制御盤更新　　1式

配水池→ 池 ㎥ 貯水池→ 池 ㎥ 配水管 既設第6配水池送水管利用

配水管 配水管 　∅ 100　2,050m

∅500    1,690m ∅500    1,690m ＊配水施設

∅450    4,110m ∅350    2,550m 配水池

∅400    　640m 　　　　　　　　1池(3,000㎥)

∅350    2,550m (既設第6配水池利用)

＊水源地管理室 ＊水源地管理室 配水管

鉄骨平屋建て  425㎡ 鉄骨平屋建て  425㎡ 　φ300～φ350　　1,708m

全　体　計　画 第　1　期　事　業 第　2　期　事　業 第　3　期　事　業
　　　事 業 名
項　　目
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Ⅳ 工業用水道事業の概要

．工業用水道事業のあゆみ

斐川町の誘致企業等に工業用水の供給を行うことを目的に、昭和 年 月 日付けで

通商産業大臣（ 立第 号・ 受理）に工業用水道事業の届出をしました。本

工業用水事業は、上水道水源地の下流部の地下水を水源とし、全体計画では口径

のさく井を 本築造し、計画取水量 ㎥、計画給水量 ㎥を供給する事業です。

第１期工事は平成元年 月から着手し、計画配水量 ㎥で取水井 本、貯水池 池を

築造し、平成 年 月 日から㈱出雲村田製作所に供給を開始しました。

その後、㈱出雲村田製作所への 日最大給水量の増大と、㈱島根富士通への供給開始の

ため、平成 年度から第２期工事に着手し、第３取水井の新設による安定取水を図ると共

に、㈱島根富士通への配水管布設工事を施行し、平成 年 月から㈱島根富士通への給水

を開始しました。

老朽化した施設の更新と安定給水のため、平成 年度から第 期工事（電気機械設備工

事、配水管布設工事、取水井作井工事）がスタートし、平成 年度に電気機械設備工事と

配

　また、㈱出雲村田製作所の新工場が稼動を開始したため、令和元年11月から給水を開始

しています。

水管布設工事が完了し、旧上水道第 配水池（直江町Ｖ ＝ ㎥）を利用した自然流

下方式での配水を開始しました。

２．事業の実施状況

届出年月日 昭和63年9月30日 －

1日最大取水量 ㎥ ㎥ 9,000㎥ 9,000㎥

1日最大給水量 ㎥ ㎥ 8,370㎥ 8,370㎥

着工年月日 平成59年12月24日 平成元年 月 日 平成 年 月 日 平成23年7月21日

竣工年月日 平成 年 月 日 平成 年 月 日 平成 年 月 日 平成27年3月31日

事業費 千円 千円 千円 523,777千円

＊取水施設 ＊取水施設 ＊取水施設 ＊送水施設

主要設備 取水井　　　→ 井 取水井　→ 井 № 、№ 取水井　→ 井 № ポンプ更新　　　　3基

導水管 ∅200～∅350　578m 導水管 ∅200～∅250　135m 導水管∅250～∅350　443m 送水管φ450　　　49m

＊配水施設 ＊配水施設 ＊配水施設 受電・制御盤更新　　1式

配水池→ 池 ㎥ 貯水池→ 池 ㎥ 配水管 既設第6配水池送水管利用

配水管 配水管 　∅ 100　2,050m

∅500    1,690m ∅500    1,690m ＊配水施設

∅450    4,110m ∅350    2,550m 配水池

∅400    　640m 　　　　　　　　1池(3,000㎥)

∅350    2,550m (既設第6配水池利用)

＊水源地管理室 ＊水源地管理室 配水管

鉄骨平屋建て  425㎡ 鉄骨平屋建て  425㎡ 　φ300～φ350　　1,708m

全　体　計　画 第　1　期　事　業 第　2　期　事　業 第　3　期　事　業
　　　事 業 名
項　　目
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３．令和元年度の事業概要

工業用水道事業は平成 年の給水開始以来、景気変動の影響を受けながら厳しい環境が

続いてきましたが、平成 年度から基本料金制を実質的に導入したことと、企業業績の回

復に伴い、料金収入は安定してきました。本年度の給水収益は 千円で、前年度と比

較して 千円の増となりました。

（財政の状況）

収益的収支（消費税及び地方消費税抜）については、事業収益 千円に対し、事業費用

千円となり当年度の損益は 千円の純利益となりました。

前年度と比較すると事業収益は、 千円の増となっており、その主たる理由は給水収

益の増によるものです。

事業費用については、 千円の減となっており、その主たる理由は、減価償却費の減

少によるものです。

次に、資本的収支（消費税及び地方消費税抜）については、収入が 千円（企業債、他会計

負担金等）となり、支出は 千円となりました。なお、資本的収支の差引不足額

千円については、過年度分損益勘定留保資金で補填しました。

４．令和２年度 事業計画

（ ）業務予定量（当初予算書）

年間総給水量 ㎥

１日平均給水量 ㎥

給水件数 件

（ ）予算（当初）概要

収益的収入及び支出

事業収益 千円

事業費用 千円

資本的収入及び支出

資本的収入 千円

資本的支出 千円

資本的収支不足額への補てん財源

消費税資本的収支調整額 千円

損益勘定留保資金 千円

５．給水区域

出雲市斐川町出西、求院、神氷、上直江、直江、上庄原、三絡

６．水道料金

（平成２年５月２２日～ ）

給水の対象 １給水当り ㎥以上

基本料金 円 ㎥（消費税込）

特定料金 円 ㎥（ 〃 ）

超過料金 円 ㎥（ 〃 ）

７．施設概要

現有施設

施 設 施 設 概 要

出西配水ポンプ場

（取水井）

（取水ポンプ）

（貯水池）

送水ポンプ

（水源池管理室）

配水池

旧上水道第 配水

池借受

浅井戸 ３井

（スクリ－ン 内径 ｍ×深さ ～ ｍ× 井）

水中ポンプ（口径 ㎜）

＝ ～ ㎥ 分 ＝ ～ ＝ 台

ＰＣ造り 内径 ｍ

有効貯水量 ㎥

満水位標高 ｍ

有 効 水 深 ｍ

低水位標高 ｍ

両吸込渦巻きポンプ（吸込口径 ・吐出口径 ㎜） ３台

＝ ㎥ 分 ＝ ｍ ＝

鉄骨造り平屋建て（ポンプ室･電気室含む） 床面積 ㎡

ＰＣ造り 内径 ｍ

有効貯水量 ㎥

満水位標高 ｍ

有 効 水 深 ｍ

低水位標高 ｍ
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３．令和元年度の事業概要

工業用水道事業は平成 年の給水開始以来、景気変動の影響を受けながら厳しい環境が

続いてきましたが、平成 年度から基本料金制を実質的に導入したことと、企業業績の回

復に伴い、料金収入は安定してきました。本年度の給水収益は 千円で、前年度と比

較して 千円の増となりました。

（財政の状況）

収益的収支（消費税及び地方消費税抜）については、事業収益 千円に対し、事業費用

千円となり当年度の損益は 千円の純利益となりました。

前年度と比較すると事業収益は、 千円の増となっており、その主たる理由は給水収

益の増によるものです。

事業費用については、 千円の減となっており、その主たる理由は、減価償却費の減

少によるものです。

次に、資本的収支（消費税及び地方消費税抜）については、収入が 千円（企業債、他会計

負担金等）となり、支出は 千円となりました。なお、資本的収支の差引不足額

千円については、過年度分損益勘定留保資金で補填しました。

４．令和２年度 事業計画

（ ）業務予定量（当初予算書）

年間総給水量 ㎥

１日平均給水量 ㎥

給水件数 件

（ ）予算（当初）概要

収益的収入及び支出

事業収益 千円

事業費用 千円

資本的収入及び支出

資本的収入 千円

資本的支出 千円

資本的収支不足額への補てん財源

消費税資本的収支調整額 千円

損益勘定留保資金 千円

５．給水区域

出雲市斐川町出西、求院、神氷、上直江、直江、上庄原、三絡

６．水道料金

（平成２年５月２２日～ ）

給水の対象 １給水当り ㎥以上

基本料金 円 ㎥（消費税込）

特定料金 円 ㎥（ 〃 ）

超過料金 円 ㎥（ 〃 ）

７．施設概要

現有施設

施 設 施 設 概 要

出西配水ポンプ場

（取水井）

（取水ポンプ）

（貯水池）

送水ポンプ

（水源池管理室）

配水池

旧上水道第 配水

池借受

浅井戸 ３井

（スクリ－ン 内径 ｍ×深さ ～ ｍ× 井）

水中ポンプ（口径 ㎜）

＝ ～ ㎥ 分 ＝ ～ ＝ 台

ＰＣ造り 内径 ｍ

有効貯水量 ㎥

満水位標高 ｍ

有 効 水 深 ｍ

低水位標高 ｍ

両吸込渦巻きポンプ（吸込口径 ・吐出口径 ㎜） ３台

＝ ㎥ 分 ＝ ｍ ＝

鉄骨造り平屋建て（ポンプ室･電気室含む） 床面積 ㎡

ＰＣ造り 内径 ｍ

有効貯水量 ㎥

満水位標高 ｍ

有 効 水 深 ｍ

低水位標高 ｍ
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配水管等の布設状況 （単位：ｍ）

管 種 平成 年度 平成 年度 平成 年度

導水管

送水管

（上水道

借受延長含む）

配水管

予備管

ダクタイル鋳鉄管 φ ㎜

ダクタイル鋳鉄管 φ ㎜

ダクタイル鋳鉄管 φ ㎜

計

ダクタイル鋳鉄管 φ ㎜

ダクタイル鋳鉄管 φ ㎜

ダクタイル鋳鉄管 φ ㎜

ダクタイル鋳鉄管 φ ㎜

ダクタイル鋳鉄管 φ ㎜

ダクタイル鋳鉄管 φ ㎜

ﾅｲﾛﾝｺｰﾃｨﾝｸﾞ鋼管φ ㎜

計

ダクタイル鋳鉄管 φ ㎜

ダクタイル鋳鉄管 φ ㎜

ダクタイル鋳鉄管 φ ㎜

ダクタイル鋳鉄管 φ ㎜

ダクタイル鋳鉄管 φ ㎜

ダクタイル鋳鉄管 φ ㎜

ダクタイル鋳鉄管 φ ㎜

ダクタイル鋳鉄管 φ ㎜

塩化ビニール管 φ ㎜

ナイロンコーティング鋼管φ

㎜

計

ダクタイル鋳鉄管 φ ㎜

ダクタイル鋳鉄管 φ ㎜

ダクタイル鋳鉄管 φ ㎜

ダクタイル鋳鉄管 φ ㎜

ダクタイル鋳鉄管 φ ㎜

ダクタイル鋳鉄管 φ ㎜

塩化ビニール管φ ㎜

ナイロンコーティング鋼管φ

ナイロンコーティング鋼管φ

ナイロンコーティング鋼管φ

計

合計

８．業務概要

年間総配水量

（㎥）

日平均配水量

（㎥）

日最大配水量

（㎥）

年間有収水量

（㎥）

電力使用量

（ ｗｈ）

平成 年度

平成 年度

平成 年度

平成 年度

平成 年度

平成 年度

平成 年度

平成 年度

平成 年度
９

平成 年度

平成 年度

平成 年度

平成 年度

平成 年度

平成 年度

平成 年度

令和元年度
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配水管等の布設状況 （単位：ｍ）

管 種 平成 年度 平成 年度 平成 年度

導水管

送水管

（上水道

借受延長含む）

配水管

予備管

ダクタイル鋳鉄管 φ ㎜

ダクタイル鋳鉄管 φ ㎜

ダクタイル鋳鉄管 φ ㎜

計

ダクタイル鋳鉄管 φ ㎜

ダクタイル鋳鉄管 φ ㎜

ダクタイル鋳鉄管 φ ㎜

ダクタイル鋳鉄管 φ ㎜

ダクタイル鋳鉄管 φ ㎜

ダクタイル鋳鉄管 φ ㎜

ﾅｲﾛﾝｺｰﾃｨﾝｸﾞ鋼管φ ㎜

計

ダクタイル鋳鉄管 φ ㎜

ダクタイル鋳鉄管 φ ㎜

ダクタイル鋳鉄管 φ ㎜

ダクタイル鋳鉄管 φ ㎜

ダクタイル鋳鉄管 φ ㎜

ダクタイル鋳鉄管 φ ㎜

ダクタイル鋳鉄管 φ ㎜

ダクタイル鋳鉄管 φ ㎜

塩化ビニール管 φ ㎜

ナイロンコーティング鋼管φ

㎜

計

ダクタイル鋳鉄管 φ ㎜

ダクタイル鋳鉄管 φ ㎜

ダクタイル鋳鉄管 φ ㎜

ダクタイル鋳鉄管 φ ㎜

ダクタイル鋳鉄管 φ ㎜

ダクタイル鋳鉄管 φ ㎜

塩化ビニール管φ ㎜

ナイロンコーティング鋼管φ

ナイロンコーティング鋼管φ

ナイロンコーティング鋼管φ

計

合計

８．業務概要

年間総配水量

（㎥）

日平均配水量

（㎥）

日最大配水量

（㎥）

年間有収水量

（㎥）

電力使用量

（ ｗｈ）

平成 年度

平成 年度

平成 年度

平成 年度

平成 年度

平成 年度

平成 年度

平成 年度

平成 年度
９

平成 年度

平成 年度

平成 年度

平成 年度

平成 年度

平成 年度

平成 年度

令和元年度
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９財務状況

令和元年度 決算書

（ ）収益的収入及び支出 （単位：円 税込）

区 分 予 算 額 決 算 額 （内 消 費 税）

営 業 収 益

営 業 外 収 益

収 入 合 計

営 業 費 用

営 業 外 費 用

支 出 合 計

資本的収入及び支出 （単位：円 税込）

区 分 予 算 額 決 算 額 （内 消 費 税）

企 業 債

工 事 負 担 金

他 会 計 負 担 金

収 入 合 計

建 設 改 良 費

企 業 債 償 還 金

長期借入金償還金

予 備 費

支 出 合 計

（ ）損益計算書 平成 年 月 日～令和 年 月 日 単位：円・％

借 方 貸 方

科 目 金 額 構成比 科 目 金 額 構成比

営 業 費 用

原水及び浄水費

配水及び給水費

総 係 費

減 価 償 却 費

資 産 減 耗 費

営 業 外 費 用

支 払利 息及 び企業 債取 扱諸 費

当 年 度 純 利 益

営 業 収 益

給 水 収 益

その他の営業収益

営 業 外 収 益

受取利息及び配当金

他 会 計 負 担 金

長 期 前 受 金 戻 入

雑 収 益

合 計 合 計

表中の金額には消費税は含まない。

（３）貸借対照表 令和 年 月 日 単位：円・％）

借 方 貸 方

科 目 金 額 構成比 科 目 金 額 構 成 比

固 定 資 産

有形固定資産

土 地

建 物

構 築 物

機械及び装置

車両運搬具

工具器具及び備品

建設仮勘定

流 動 資 産

現 金 預 金

未 収 金

－

固 定 負 債

企 業 債

他会計借入金

流 動 負 債

企 業 債

他会計借入金

未 払 金

引 当 金

繰 延 収 益

長 期 前 受 金

うち収益化累計額

建設仮勘定前受金

負 債 合 計

資 本 金

繰 入 資 本 金

剰 余 金

資 本 剰 余 金

他会計負担金

利 益 剰 余 金

未処分利益剰余金

資 本 合 計

△ △

資 産 合 計 負債資本合計

表中の金額は消費税決算処理後の金額である。
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９財務状況

令和元年度 決算書

（ ）収益的収入及び支出 （単位：円 税込）

区 分 予 算 額 決 算 額 （内 消 費 税）

営 業 収 益

営 業 外 収 益

収 入 合 計

営 業 費 用

営 業 外 費 用

支 出 合 計

資本的収入及び支出 （単位：円 税込）

区 分 予 算 額 決 算 額 （内 消 費 税）

企 業 債

工 事 負 担 金

他 会 計 負 担 金

収 入 合 計

建 設 改 良 費

企 業 債 償 還 金

長期借入金償還金

予 備 費

支 出 合 計

（ ）損益計算書 平成 年 月 日～令和 年 月 日 単位：円・％

借 方 貸 方

科 目 金 額 構成比 科 目 金 額 構成比

営 業 費 用

原水及び浄水費

配水及び給水費

総 係 費

減 価 償 却 費

資 産 減 耗 費

営 業 外 費 用

支 払利 息及 び企業 債取 扱諸 費

当 年 度 純 利 益

営 業 収 益

給 水 収 益

その他の営業収益

営 業 外 収 益

受取利息及び配当金

他 会 計 負 担 金

長 期 前 受 金 戻 入

雑 収 益

合 計 合 計

表中の金額には消費税は含まない。

（３）貸借対照表 令和 年 月 日 単位：円・％）

借 方 貸 方

科 目 金 額 構成比 科 目 金 額 構 成 比

固 定 資 産

有形固定資産

土 地

建 物

構 築 物

機械及び装置

車両運搬具

工具器具及び備品

建設仮勘定

流 動 資 産

現 金 預 金

未 収 金

－

固 定 負 債

企 業 債

他会計借入金

流 動 負 債

企 業 債

他会計借入金

未 払 金

引 当 金

繰 延 収 益

長 期 前 受 金

うち収益化累計額

建設仮勘定前受金

負 債 合 計

資 本 金

繰 入 資 本 金

剰 余 金

資 本 剰 余 金

他会計負担金

利 益 剰 余 金

未処分利益剰余金

資 本 合 計

△ △

資 産 合 計 負債資本合計

表中の金額は消費税決算処理後の金額である。
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１０ 損益計算の推移

（単位：千円）

年 度 事業収益 事業費用
費 用 の 構 成

人件費 動力費 修繕費 減価償却費 支払利息 その他費用

平成 年度
（委託料

平成 年度
（委託料

平成 年度
（委託料

平成 年度
（委託料

平成 年度
（委託料

平成 年度
（委託料

平成 年度
（委託料

平成 年度
委託料

平成 年度
（委託料

平成 年度

平成 年度

平成 年度

平成 年度

平成 年度

平成 年度

平成 年度

令和元年度

機 構 と 組 織  Ⅴ 

年報_トビラ_出力  12.11.2  5:10 PM  ページ5
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１０ 損益計算の推移

（単位：千円）

年 度 事業収益 事業費用
費 用 の 構 成

人件費 動力費 修繕費 減価償却費 支払利息 その他費用

平成 年度
（委託料

平成 年度
（委託料

平成 年度
（委託料

平成 年度
（委託料

平成 年度
（委託料

平成 年度
（委託料

平成 年度
（委託料

平成 年度
委託料

平成 年度
（委託料

平成 年度

平成 年度

平成 年度

平成 年度

平成 年度

平成 年度

平成 年度

令和元年度

機 構 と 組 織  Ⅴ 

年報_トビラ_出力  12.11.2  5:10 PM  ページ5
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Ⅴ 機構と組織

１．機 構 図

令和元年度末現在

※（ ）内は人数

水道企業団（１２）

管理課 会計係（２）

（４）

企業長 出雲市長 ― 副企業長 松江市長 収納係（２）

― 事務局長 ― 事務局次長

（１） （１）

（管理課長兼務）

工務課 配水係（３）

（６）

（課長１）

施設係（２）

（出西水源地

嘱託職員（１）
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Ⅴ 機構と組織

１．機 構 図

令和元年度末現在

※（ ）内は人数

水道企業団（１２）

管理課 会計係（２）

（４）

企業長 出雲市長 ― 副企業長 松江市長 収納係（２）

― 事務局長 ― 事務局次長

（１） （１）

（管理課長兼務）

工務課 配水係（３）

（６）

（課長１）

施設係（２）

（出西水源地

嘱託職員（１）
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２．事 務 分 掌

（抜粋）

＜管 理 課＞

条例規則等の制定改廃及び公告式に関すること。

水道議会に関すること。

儀式、渉外及び表彰に関すること。

情報公開に関すること。

職員の給与、労務、福利厚生及び研修に関すること。

嘱託及び臨時職員に関すること。

島根県市町村職員共済組合並びに総合事務組合に関すること。

庁中取締り及び庁舎管理に関すること。

財産の取得、処分及び管理に関すること。

予算及び決算に関すること。

出納員及び分任出納員に関すること。

出納取扱金融機関及び収納取扱金融機関に関すること。

監査に関すること。

滞納処理に関すること。

契約に関すること。

広報、広聴に関すること。

水道料金等の賦課、調定、通知、徴収に関すること。

給水量の検針及び認定に関すること。

給水の受付及び加入金、負担金、手数料の賦課徴収に関すること。

給水装置の開栓、閉栓に関すること。

計量器の受払い及び修理に関すること。

貯蔵品（工事用資材を除く）の受払いに関すること。

＜工 務 課＞

水道施設の建設改良の計画に関すること。

水道用水の供給等に関すること。

水道施設の維持管理に関すること。

水道施設の調査設計及び工事施行に関すること。

給水装置に関すること。

計量器に関すること。

水源地及び配水池の管理に関すること。

配水記録の整理報告に関すること。

水質保全及び水質管理に関すること。

入札参加資格の認定等に関すること。

指定給水装置工事業者の指定に関すること。

付 表
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２．事 務 分 掌

（抜粋）

＜管 理 課＞

条例規則等の制定改廃及び公告式に関すること。

水道議会に関すること。

儀式、渉外及び表彰に関すること。

情報公開に関すること。

職員の給与、労務、福利厚生及び研修に関すること。

嘱託及び臨時職員に関すること。

島根県市町村職員共済組合並びに総合事務組合に関すること。

庁中取締り及び庁舎管理に関すること。

財産の取得、処分及び管理に関すること。

予算及び決算に関すること。

出納員及び分任出納員に関すること。

出納取扱金融機関及び収納取扱金融機関に関すること。

監査に関すること。

滞納処理に関すること。

契約に関すること。

広報、広聴に関すること。

水道料金等の賦課、調定、通知、徴収に関すること。

給水量の検針及び認定に関すること。

給水の受付及び加入金、負担金、手数料の賦課徴収に関すること。

給水装置の開栓、閉栓に関すること。

計量器の受払い及び修理に関すること。

貯蔵品（工事用資材を除く）の受払いに関すること。

＜工 務 課＞

水道施設の建設改良の計画に関すること。

水道用水の供給等に関すること。

水道施設の維持管理に関すること。

水道施設の調査設計及び工事施行に関すること。

給水装置に関すること。

計量器に関すること。

水源地及び配水池の管理に関すること。

配水記録の整理報告に関すること。

水質保全及び水質管理に関すること。

入札参加資格の認定等に関すること。

指定給水装置工事業者の指定に関すること。

付 表

年報_トビラ_出力  12.11.2  5:10 PM  ページ6
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付 表

１．水道年表

年 月 日 主 な 出 来 事

昭和

（ ）

． （ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（

（ ）

． ． （ ）

（ ）

（ ）

． （ ）

．

． ． （ ）

．（ ）

斐川村の大部分と宍道町の一部を給水区域に水道事業を創設

（計画給水人口 人、一日最大給水量 ㎥）

島根県知事設置認可
斐川村

宍道町水道組合が発足

厚生大臣経営許可 事業創設認可

事業着手

一部供用開始

第２（旧第 ）取水井・第５（旧第 ）取水井新設

出西に ㎥の第１配水池、佐々布に ㎥の第２配水池完成

供用開始

第１期拡張事業厚生省認可 月着工

白石に ㎥の第３配水池完成

宍道町西来待･小松、東来待･浜の未給水地区に配水管布設

玉湯町と分水契約

平田市（島村地区）と分水契約
斐川町

宍道町水道企業団に改称（地方公営企業法適用）

第２期拡張事業厚生省認可 月着工

第１･４･６取水井増設

出西に ㎥の第４配水池、佐々布に ㎥の第５配水池完成

第２期拡張事業完成

第 ・第３配水池を廃止

増補改良事業に着手

水道料金改定

白石加圧ポンプ場完成

来待バイパス線配水管布設完成

玉湯町分水の増量

水道料金改定

倉敷受水槽（ ㎥）及び宍道配水ポンプ場設置

第 期拡張事業着工

佐々布･白石･来待地区の 自治会を給水区域に編入した

水道企業団庁舎新築竣工

第３取水井新設（第三拡事業）

直江町に ㎥の第 配水池新設（第三拡事業）

荘原加圧ポンプ場を新設（第三拡事業）

遠距離集中監視制御システム導入（第三拡事業）

水道料金改定
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付 表

１．水道年表

年 月 日 主 な 出 来 事

昭和

（ ）

． （ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（

（ ）

． ． （ ）

（ ）

（ ）

． （ ）

．

． ． （ ）

．（ ）

斐川村の大部分と宍道町の一部を給水区域に水道事業を創設

（計画給水人口 人、一日最大給水量 ㎥）

島根県知事設置認可
斐川村

宍道町水道組合が発足

厚生大臣経営許可 事業創設認可

事業着手

一部供用開始

第２（旧第 ）取水井・第５（旧第 ）取水井新設

出西に ㎥の第１配水池、佐々布に ㎥の第２配水池完成

供用開始

第１期拡張事業厚生省認可 月着工

白石に ㎥の第３配水池完成

宍道町西来待･小松、東来待･浜の未給水地区に配水管布設

玉湯町と分水契約

平田市（島村地区）と分水契約
斐川町

宍道町水道企業団に改称（地方公営企業法適用）

第２期拡張事業厚生省認可 月着工

第１･４･６取水井増設

出西に ㎥の第４配水池、佐々布に ㎥の第５配水池完成

第２期拡張事業完成

第 ・第３配水池を廃止

増補改良事業に着手

水道料金改定

白石加圧ポンプ場完成

来待バイパス線配水管布設完成

玉湯町分水の増量

水道料金改定

倉敷受水槽（ ㎥）及び宍道配水ポンプ場設置

第 期拡張事業着工

佐々布･白石･来待地区の 自治会を給水区域に編入した

水道企業団庁舎新築竣工

第３取水井新設（第三拡事業）

直江町に ㎥の第 配水池新設（第三拡事業）

荘原加圧ポンプ場を新設（第三拡事業）

遠距離集中監視制御システム導入（第三拡事業）

水道料金改定
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年 月 日 主 な 出 来 事

．

． ． （ ）

（ ）

（ ）

（ ）

平成元 （ ）

． （ ）

． （ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

第 期拡張事業竣工

水道料金改定

ヶ月検針･集金制度開始

斐川町

宍道町水道企業団 工業用水道事業創設、水道議会議決

第７取水井新設

通商産業大臣へ工業用水道事業届出

工業用水道事業届出受理

第３取水井更新

工業用水道事業 第１期工事 着工

増補改良事業（第 期事業）着工

工業用水道事業 第１期工事 竣工

工業用水道㈱出雲村田製作所へ給水開始

石綿セメント管の布設替着手

第６取水井更新（既存№ 、既存№ の２本の井戸を統合して№６とし、№ の番号を廃止）

第７配水池（Ｖ＝ ㎥、ＧＬ＝ ｍ）調査設計着手

第８配水池（Ｖ＝ ㎥、ＧＬ＝ ｍ）調査設計着手

第７配水池､荻田送水ポンプ場着工

第７配水池､荻田送水ポンプ場完成

荘原ポンプ場、倉敷受水槽､宍道ポンプ場､白石ポンプ場を閉鎖

第２･第 配水池を廃止

第４･第 配水地に緊急遮断弁を設置

菅原地区簡易水道に分水開始

佐々布旭･畑地区簡易水道に分水開始

第 取水井更新

濁度計（ウォーターアナライザー）導入

増補改良事業（第 期事業）竣工

水道料金改定

増補改良事業（第２期事業）着工

設計･積算システム導入

第２取水井更新

下倉配水池、久戸調整池、ポンプ場（鏡・弘長寺・久戸・湖南台・下

倉・岡の目・小佐々布）の施設を宍道町から移管

出西水源地記念館改修工事竣工

工業用水道事業 第 期工事 着工

工業用水道№ 取水井新設（ 供用開始）

工業用水㈱島根富士通へ配水管布設工事

工業用水道事業 第 期工事 竣工

年 月 日 主 な 出 来 事

～

～

水道局駐車場増設（ ㎡）

出西水源地用地購入 ㎡

工水ポンプ場建屋改修工事

平成 年 月末寒波被害

（損失水量 ㎥・配水管破損 件・宅内給水装置破損 件）

水道システム導入

水道マッピングシステム導入

工業用水テレメーター改修工事竣工

宍道支所業務を宍道町へ委託

工業用水㈱島根富士通へ供給開始

第８配水池送水管布設工事着工

平成 年 月寒波被害

（最低気温－ ℃・損失水量 ㎥・配水管破損３件・宅内給水

装置破損 件・平田市へ給水応援）

水道企業団議会「合併に関する特別委員会」設置

宍道町水道料金システムを企業団に移行

島根県知事 斐川町宍道町水道企業団規約の変更許可

宍道町の松江市との合併により、「斐川宍道水道企業団」に改称

細砂ろ過浄水施設の実証実験施設完成 月実験開始

クリプト滅菌に紫外線照射（ＵＶ）が平成１９年度より認可の見通し

玉湯町分水契約合意（平成 年度より実分水量契約）

第４取水井更新 調査業務

新第４取水井 竣工 ㈱三協工業 φ × ｍ ｽｸﾘｰﾝ長 ｍ

新送水ポンプ棟完成（第 配水池系）

送水ポンプ電気機械設備着工

第８配水池着工

出西水源地用地購入（ ㎡）

紫外線照射滅菌施設棟新築

次亜塩素酸ナトリウム滅菌設備完成

出西水源地用地購入（ ㎡）

除鉄除マンガン濾過設備完成

第８配水池竣工

紫外線照射滅菌設備完成

出西水源地送水ポンプ電気機械設備完成

給水開始 周年記念日（記念誌発刊・記念碑建立）

出雲市合併により新企業団として発足

宍道５地区簡易水道事業を統合

増補改良事業（第２期事業）竣工
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年 月 日 主 な 出 来 事

．

． ． （ ）

（ ）

（ ）

（ ）

平成元 （ ）

． （ ）

． （ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

第 期拡張事業竣工

水道料金改定

ヶ月検針･集金制度開始

斐川町

宍道町水道企業団 工業用水道事業創設、水道議会議決

第７取水井新設

通商産業大臣へ工業用水道事業届出

工業用水道事業届出受理

第３取水井更新

工業用水道事業 第１期工事 着工

増補改良事業（第 期事業）着工

工業用水道事業 第１期工事 竣工

工業用水道㈱出雲村田製作所へ給水開始

石綿セメント管の布設替着手

第６取水井更新（既存№ 、既存№ の２本の井戸を統合して№６とし、№ の番号を廃止）

第７配水池（Ｖ＝ ㎥、ＧＬ＝ ｍ）調査設計着手

第８配水池（Ｖ＝ ㎥、ＧＬ＝ ｍ）調査設計着手

第７配水池､荻田送水ポンプ場着工

第７配水池､荻田送水ポンプ場完成

荘原ポンプ場、倉敷受水槽､宍道ポンプ場､白石ポンプ場を閉鎖

第２･第 配水池を廃止

第４･第 配水地に緊急遮断弁を設置

菅原地区簡易水道に分水開始

佐々布旭･畑地区簡易水道に分水開始

第 取水井更新

濁度計（ウォーターアナライザー）導入

増補改良事業（第 期事業）竣工

水道料金改定

増補改良事業（第２期事業）着工

設計･積算システム導入

第２取水井更新

下倉配水池、久戸調整池、ポンプ場（鏡・弘長寺・久戸・湖南台・下

倉・岡の目・小佐々布）の施設を宍道町から移管

出西水源地記念館改修工事竣工

工業用水道事業 第 期工事 着工

工業用水道№ 取水井新設（ 供用開始）

工業用水㈱島根富士通へ配水管布設工事

工業用水道事業 第 期工事 竣工

年 月 日 主 な 出 来 事

～

～

水道局駐車場増設（ ㎡）

出西水源地用地購入 ㎡

工水ポンプ場建屋改修工事

平成 年 月末寒波被害

（損失水量 ㎥・配水管破損 件・宅内給水装置破損 件）

水道システム導入

水道マッピングシステム導入

工業用水テレメーター改修工事竣工

宍道支所業務を宍道町へ委託

工業用水㈱島根富士通へ供給開始

第８配水池送水管布設工事着工

平成 年 月寒波被害

（最低気温－ ℃・損失水量 ㎥・配水管破損３件・宅内給水

装置破損 件・平田市へ給水応援）

水道企業団議会「合併に関する特別委員会」設置

宍道町水道料金システムを企業団に移行

島根県知事 斐川町宍道町水道企業団規約の変更許可

宍道町の松江市との合併により、「斐川宍道水道企業団」に改称

細砂ろ過浄水施設の実証実験施設完成 月実験開始

クリプト滅菌に紫外線照射（ＵＶ）が平成１９年度より認可の見通し

玉湯町分水契約合意（平成 年度より実分水量契約）

第４取水井更新 調査業務

新第４取水井 竣工 ㈱三協工業 φ × ｍ ｽｸﾘｰﾝ長 ｍ

新送水ポンプ棟完成（第 配水池系）

送水ポンプ電気機械設備着工

第８配水池着工

出西水源地用地購入（ ㎡）

紫外線照射滅菌施設棟新築

次亜塩素酸ナトリウム滅菌設備完成

出西水源地用地購入（ ㎡）

除鉄除マンガン濾過設備完成

第８配水池竣工

紫外線照射滅菌設備完成

出西水源地送水ポンプ電気機械設備完成

給水開始 周年記念日（記念誌発刊・記念碑建立）

出雲市合併により新企業団として発足

宍道５地区簡易水道事業を統合

増補改良事業（第２期事業）竣工
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～

． ～

大黒山麓地区簡易水道事業を統合

宍道５地区、大黒山麓地区簡易水道統合整備事業着工

大黒山麓地区第１・第２中継ポンプ場竣工により直江配水池系統から送水開始

工業用水ポンプ場電気・機械設備工事竣工、配水管整備工事竣工により第６

配水池を利用した自然流下方式開始

新大野原配水池から配水開始

宍道５地区、大黒山麓地区簡易水道統合整備事業竣工

平成 年 月寒波被害

阿宮地区、島村地区簡易水道事業を統合

平成 年 月寒波被害

除鉄除マンガン濾過設備（第２，４，６取水井分）完成

２．施設所在地

施 設 名 所 在 地

水道企業団庁舎

出 西 水 源 地

出西配水池（第４配水池）

直江配水池（第６配水池）

荻田配水池（第７配水池）

直江配水池（第８配水池）

下 倉 配 水 池

畑配水池

南企業団地配水池

金山配水池

新大野原配水池

田根配水池

和名佐配水池

荻田送水ポンプ場

畑ポンプ場

佐々布旭ポンプ場

金山ポンプ場

来待大森ポンプ場

田根ポンプ場

和名佐浄水場

下 倉 ポ ン プ 場

久 戸 ポ ン プ 場

岡の目ポンプ場

工業用水道配水ポンプ場

大黒山麓浄水場

大黒山麓高所配水池

大黒山麓第１中継ポンプ場

大黒山麓第２中継ポンプ場

阿宮浄水場

阿宮配水池

畑谷ポンプ場

畑谷調整池

宮尾ポンプ場

出雲市斐川町上庄原

出雲市斐川町出西

出雲市斐川町出西

出雲市斐川町直江

松江市宍道町佐々布

出雲市斐川町直江

松江市宍道町白石

松江市宍道町佐々布 －

松江市宍道町佐々布

松江市宍道町白石 －

松江市宍道町西来待

松江市宍道町上来待 －１

松江市宍道町上来待 －

松江市宍道町佐々布 －

松江市宍道町佐々布 －

松江市宍道町佐々布 －

松江市宍道町白石 －

松江市宍道町上来待 －

松江市宍道町上来待 －

松江市宍道町上来待 －

松江市宍道町白石

松江市宍道町東来待

松江市宍道町佐々布

出雲市斐川町出西

出雲市斐川町学頭

出雲市斐川町学頭

出雲市斐川町学頭

出雲市斐川町学頭

出雲市斐川町阿宮

出雲市斐川町阿宮

出雲市斐川町阿宮

出雲市斐川町阿宮

出雲市斐川町阿宮
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～

． ～

大黒山麓地区簡易水道事業を統合

宍道５地区、大黒山麓地区簡易水道統合整備事業着工

大黒山麓地区第１・第２中継ポンプ場竣工により直江配水池系統から送水開始

工業用水ポンプ場電気・機械設備工事竣工、配水管整備工事竣工により第６

配水池を利用した自然流下方式開始

新大野原配水池から配水開始

宍道５地区、大黒山麓地区簡易水道統合整備事業竣工

平成 年 月寒波被害

阿宮地区、島村地区簡易水道事業を統合

平成 年 月寒波被害

除鉄除マンガン濾過設備（第２，４，６取水井分）完成

２．施設所在地

施 設 名 所 在 地

水道企業団庁舎

出 西 水 源 地

出西配水池（第４配水池）

直江配水池（第６配水池）

荻田配水池（第７配水池）

直江配水池（第８配水池）

下 倉 配 水 池

畑配水池

南企業団地配水池

金山配水池

新大野原配水池

田根配水池

和名佐配水池

荻田送水ポンプ場

畑ポンプ場

佐々布旭ポンプ場

金山ポンプ場

来待大森ポンプ場

田根ポンプ場

和名佐浄水場

下 倉 ポ ン プ 場

久 戸 ポ ン プ 場

岡の目ポンプ場

工業用水道配水ポンプ場

大黒山麓浄水場

大黒山麓高所配水池

大黒山麓第１中継ポンプ場

大黒山麓第２中継ポンプ場

阿宮浄水場

阿宮配水池

畑谷ポンプ場

畑谷調整池

宮尾ポンプ場

出雲市斐川町上庄原

出雲市斐川町出西

出雲市斐川町出西

出雲市斐川町直江

松江市宍道町佐々布

出雲市斐川町直江

松江市宍道町白石

松江市宍道町佐々布 －

松江市宍道町佐々布

松江市宍道町白石 －

松江市宍道町西来待

松江市宍道町上来待 －１

松江市宍道町上来待 －

松江市宍道町佐々布 －

松江市宍道町佐々布 －

松江市宍道町佐々布 －

松江市宍道町白石 －

松江市宍道町上来待 －

松江市宍道町上来待 －

松江市宍道町上来待 －

松江市宍道町白石

松江市宍道町東来待

松江市宍道町佐々布

出雲市斐川町出西

出雲市斐川町学頭

出雲市斐川町学頭

出雲市斐川町学頭

出雲市斐川町学頭

出雲市斐川町阿宮

出雲市斐川町阿宮

出雲市斐川町阿宮

出雲市斐川町阿宮

出雲市斐川町阿宮
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３．指定業者協議会

（令和２年９月３０日現在）

名 称 所 在 地 電 話

島根水道㈱

㈲斐川水道

㈲福新工業

三洋興産㈱

㈱フクダ

㈱斐川電工

一畑住設㈱

㈲アイテックいとがわ

㈱増原産業建設

松江市宍道町佐々布

出雲市斐川町直江

出雲市斐川町荘原

出雲市斐川町黒目

出雲市斐川町沖州

出雲市斐川町直江

松江市宍道町白石

松江市宍道町東来待

松江市宍道町白石

－ －

－ －

－ －

－ －

－ －

－ －

－ －

－ －

－ －

指定業者協議会事務局 出雲市斐川町荘原 － －

４．指定給水装置工事事業者

（令和２年９月３０日現在）

指定番号 指 定 日 名 称 所 在 地 電 話

１

２

４

５

６

７

８

９

三洋興産㈱

㈲斐川水道

㈱原田水道工業

イマックス㈱

㈲福新工業

山陰クボタ水道用材㈱

㈱フクダ

大成電気水道工業㈱

山洋工業㈱

㈱八雲水機

島根水道㈱

㈱出雲設備

山陰水道工業㈱

㈲平田水道工業

島根電工㈱出雲支店

山陰冷暖㈱

㈱園山設備

森田産業㈱

山陰酸素エンジニアリング㈱

㈱太陽水道工事

㈱吾郷設備

㈲ホクヨウ

新和設備工業㈱

アクト㈱

アクアシステム㈱

シンセイ技研㈱

㈱おおやしろ工業

飯塚電気工事

㈲新宮設備

㈲勝部建材店

㈲青山設備

㈱豊和設備

出雲市斐川町黒目

出雲市斐川町直江

出雲市塩冶町

出雲市高岡町

出雲市斐川町荘原

松江市平成町

出雲市斐川町沖州

出雲市大津新崎町 丁目

出雲市中野町

出雲市塩冶有原町６丁目１

松江市宍道町佐々布

出雲市平野町

松江市母衣町

出雲市平田町

出雲市斐川町併川

出雲市今市町 ３

出雲市白枝町

出雲市白枝町

松江市平成町

松江市学園南 丁目

出雲市今市町南本町

松江市西忌部町

松江市平成町 －

出雲市斐川町直江

安来市安来町

松江市平成町

出雲市浜町

出雲市斐川町三分市

出雲市松寄下

出雲市西平田町

出雲市高岡町

松江市東津田町
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３．指定業者協議会

（令和２年９月３０日現在）

名 称 所 在 地 電 話

島根水道㈱

㈲斐川水道

㈲福新工業

三洋興産㈱

㈱フクダ

㈱斐川電工

一畑住設㈱

㈲アイテックいとがわ

㈱増原産業建設

松江市宍道町佐々布

出雲市斐川町直江

出雲市斐川町荘原

出雲市斐川町黒目

出雲市斐川町沖州

出雲市斐川町直江

松江市宍道町白石

松江市宍道町東来待

松江市宍道町白石

－ －

－ －

－ －

－ －

－ －

－ －

－ －

－ －

－ －

指定業者協議会事務局 出雲市斐川町荘原 － －

４．指定給水装置工事事業者

（令和２年９月３０日現在）

指定番号 指 定 日 名 称 所 在 地 電 話

１

２

４

５

６

７

８

９

三洋興産㈱

㈲斐川水道

㈱原田水道工業

イマックス㈱

㈲福新工業

山陰クボタ水道用材㈱

㈱フクダ

大成電気水道工業㈱

山洋工業㈱

㈱八雲水機

島根水道㈱

㈱出雲設備

山陰水道工業㈱

㈲平田水道工業

島根電工㈱出雲支店

山陰冷暖㈱

㈱園山設備

森田産業㈱

山陰酸素エンジニアリング㈱

㈱太陽水道工事

㈱吾郷設備

㈲ホクヨウ

新和設備工業㈱

アクト㈱

アクアシステム㈱

シンセイ技研㈱

㈱おおやしろ工業

飯塚電気工事

㈲新宮設備

㈲勝部建材店

㈲青山設備

㈱豊和設備

出雲市斐川町黒目

出雲市斐川町直江

出雲市塩冶町

出雲市高岡町

出雲市斐川町荘原

松江市平成町

出雲市斐川町沖州

出雲市大津新崎町 丁目

出雲市中野町

出雲市塩冶有原町６丁目１

松江市宍道町佐々布

出雲市平野町

松江市母衣町

出雲市平田町

出雲市斐川町併川

出雲市今市町 ３

出雲市白枝町

出雲市白枝町

松江市平成町

松江市学園南 丁目

出雲市今市町南本町

松江市西忌部町

松江市平成町 －

出雲市斐川町直江

安来市安来町

松江市平成町

出雲市浜町

出雲市斐川町三分市

出雲市松寄下

出雲市西平田町

出雲市高岡町

松江市東津田町
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曽田工業

山陰フォーラム㈱

岩成工業㈱

須谷農機㈲

㈲宇都宮工業

㈱斐川電工

㈲協同サービス

角水道工業㈱

㈲柿田設備工業

㈲松本設備

大湖工業㈱

㈱ヒロクニ建設

松江管工㈲

㈲エスエー工業

㈱シンコー工業

㈲高見水道

㈲大森設備

㈱大湖設備

㈲トップ管工

石田電気水道㈲

青木水道㈲

㈲森山組

西部温泉工業㈱

いずも建装

㈲奥野水道

曽田設備

中国環境㈱

陰山工業

㈲ダイチ工業

㈲マツケン

㈲徳建

㈲アイテックいとがわ

一畑住設㈱

㈱オンチョウ

㈲三原住設工業

竹内設備

㈲松原産業

渡部設備

出雲市斐川町沖州

出雲市東神西町

出雲市大社町杵築西

出雲市松寄下町

松江市竹矢町

出雲市斐川町直江

出雲市江田町

出雲市平田町

出雲市大社町北荒木

雲南市大東町東阿用

出雲市多久町

出雲市斐川町上直江

松江市東朝日町

出雲市平野町

出雲市白枝町

安来市植田町

出雲市塩冶原町 丁目

松江市浜乃木町 丁目

雲南市加茂町大西

松江市東朝日町

出雲市大社町杵築西

出雲市稗原町

出雲市今市町北本町 丁目

出雲市大津町

出雲市佐田町一窪田

出雲市松寄下町

出雲市神西沖町

出雲市斐川町出西

出雲市斐川町上直江

雲南市木次町里方

雲南市木次町東日登

松江市宍道町東来待

松江市東朝日町275-1 0852-67-2718

松江市矢田町

松江市東出雲町楫屋 －

出雲市大津町

雲南市木次町木次

雲南市加茂町大竹

㈲板持土木

㈲南場工務店

松栄設備㈱

㈲山洋電機商会

安本設備

ウオール開発

㈲鎌田組

㈱陶山建設

㈲パイプフレンド

㈲グロウス

㈲舟木設備

㈲野々村水道

㈱島根水道センター

ハラ設備工業

㈲伊藤石油

イワタニ山陰㈱

又新㈲

㈱ジェットクリーン

㈱増原産業建設

㈱イマスイ

積和建設山陰㈱

ヤナセ工業㈲

小村設備

サンプラス㈱

高野設備

㈱電設サービス松江営業所

㈲錦織プロパン

㈱イエスコーポレーション

林産業㈱

松白設備

㈲共栄住設

㈱もりやま

親共設備

㈲大廻電器店

㈲米田住設

こだま水工

㈱大畑設備

イマックス㈱雲南営業所

イマックス㈱松江営業所

雲南市木次町寺領

出雲市坂浦町

松江市東出雲町出雲郷

出雲市斐川町荘原

松江市古志原７丁目

出雲市塩冶有原町

出雲市松寄下町

雲南市木次町寺領

鳥取市湖山町北３丁目

松江市八幡町

雲南市大東町仁和寺

雲南市大東町養賀

松江市東津田町

出雲市斐川町荘原

出雲市白枝町

松江市学園２丁目

雲南市木次町里方

出雲市古志町

松江市宍道町白石

出雲市高岡町

松江市東出雲町意宇南 丁目

松江市大庭町

出雲市白枝町

出雲市平野町

出雲市荻杼町

松江市東朝日町

出雲市姫原町

出雲市古志町

出雲市灘分町

松江市乃白町

松江市東津田町

出雲市大社町菱根

松江市八雲町西岩坂

松江市宍道町昭和

仁多郡奥出雲町大呂

出雲市稗原町

出雲市下横町

雲南市加茂町南加茂

松江市玉湯町湯町
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曽田工業

山陰フォーラム㈱

岩成工業㈱

須谷農機㈲

㈲宇都宮工業

㈱斐川電工

㈲協同サービス

角水道工業㈱

㈲柿田設備工業

㈲松本設備

大湖工業㈱

㈱ヒロクニ建設

松江管工㈲

㈲エスエー工業

㈱シンコー工業

㈲高見水道

㈲大森設備

㈱大湖設備

㈲トップ管工

石田電気水道㈲

青木水道㈲

㈲森山組

西部温泉工業㈱

いずも建装

㈲奥野水道

曽田設備

中国環境㈱

陰山工業

㈲ダイチ工業

㈲マツケン

㈲徳建

㈲アイテックいとがわ

一畑住設㈱

㈱オンチョウ

㈲三原住設工業

竹内設備

㈲松原産業

渡部設備

出雲市斐川町沖州

出雲市東神西町

出雲市大社町杵築西

出雲市松寄下町

松江市竹矢町

出雲市斐川町直江

出雲市江田町

出雲市平田町

出雲市大社町北荒木

雲南市大東町東阿用

出雲市多久町

出雲市斐川町上直江

松江市東朝日町

出雲市平野町

出雲市白枝町

安来市植田町

出雲市塩冶原町 丁目

松江市浜乃木町 丁目

雲南市加茂町大西

松江市東朝日町

出雲市大社町杵築西

出雲市稗原町

出雲市今市町北本町 丁目

出雲市大津町

出雲市佐田町一窪田

出雲市松寄下町

出雲市神西沖町

出雲市斐川町出西

出雲市斐川町上直江

雲南市木次町里方

雲南市木次町東日登

松江市宍道町東来待

松江市東朝日町275-1 0852-67-2718

松江市矢田町

松江市東出雲町楫屋 －

出雲市大津町

雲南市木次町木次

雲南市加茂町大竹

㈲板持土木

㈲南場工務店

松栄設備㈱

㈲山洋電機商会

安本設備

ウオール開発

㈲鎌田組

㈱陶山建設

㈲パイプフレンド

㈲グロウス

㈲舟木設備

㈲野々村水道

㈱島根水道センター

ハラ設備工業

㈲伊藤石油

イワタニ山陰㈱

又新㈲

㈱ジェットクリーン

㈱増原産業建設

㈱イマスイ

積和建設山陰㈱

ヤナセ工業㈲

小村設備

サンプラス㈱

高野設備

㈱電設サービス松江営業所

㈲錦織プロパン

㈱イエスコーポレーション

林産業㈱

松白設備

㈲共栄住設

㈱もりやま

親共設備

㈲大廻電器店

㈲米田住設

こだま水工

㈱大畑設備

イマックス㈱雲南営業所

イマックス㈱松江営業所

雲南市木次町寺領

出雲市坂浦町

松江市東出雲町出雲郷

出雲市斐川町荘原

松江市古志原７丁目

出雲市塩冶有原町

出雲市松寄下町

雲南市木次町寺領

鳥取市湖山町北３丁目

松江市八幡町

雲南市大東町仁和寺

雲南市大東町養賀

松江市東津田町

出雲市斐川町荘原

出雲市白枝町

松江市学園２丁目

雲南市木次町里方

出雲市古志町

松江市宍道町白石

出雲市高岡町

松江市東出雲町意宇南 丁目

松江市大庭町

出雲市白枝町

出雲市平野町

出雲市荻杼町

松江市東朝日町

出雲市姫原町

出雲市古志町

出雲市灘分町

松江市乃白町

松江市東津田町

出雲市大社町菱根

松江市八雲町西岩坂

松江市宍道町昭和

仁多郡奥出雲町大呂

出雲市稗原町

出雲市下横町

雲南市加茂町南加茂

松江市玉湯町湯町
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㈱倉橋工務店

㈲三島工業所

内山設備㈱

㈱高宮電気

㈱クラシアン

Ｍ－ｗｏｒｋｓ

㈱清水設備

㈲出雲市水道サービスセンター

大福工業㈱

㈱ 総建

田中水設㈱

㈱衣笠設備

㈲水コン大東

㈲庄徳水道

出雲市野郷町

松江市八雲町日吉

松江市下東川津町

松江市東津田町

岡山市南区下中野

出雲市大社町中荒木

出雲市大津新崎町1-56-1

出雲市姫原２丁目

出雲市枝大津町

雲南市三刀屋町三刀屋

出雲市今市町北本町２丁目

出雲市多伎町小田

雲南市大東町田中

出雲市湖陵町差海
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R2.4.1現在

凡　　　例

上水道給水区域

既存施設

上水道　配水管

上水道　送水管

工業用水道　配水管

工業用水道　送水管

出西配水池

斐川宍道水道企業団
事務所

出西水源地

直江配水池

荻田配水池

金山配水池

新大野原配水池
田根配水池

下倉配水池

大黒山麓配水池
（高区・低区）

工業用水道水源地

和名佐浄水場

工業用水道配水池

金山ポンプ場
（県受水）

上阿宮配水池

阿宮浄水場

企業団行政区域

畑配水池

和名佐配水池

大黒山麓地区

阿宮地区

斐川宍道水道企業団水道事業

佐々布旭・畑地区

島村地区

金山地区

菅原地区

和名佐・小林地区

佐倉・田根地区

計画1日最大給水量 18,000.0ｍ3/日

計画給水人口 38,000　人

1：50,000
0 250 500 1000 2000 3000 4000

ｍ

斐川宍道水道企業団　管内図
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出西水源地全景

水道事業年報 令和元年度

平成 年 月 日～令和 年 月 日

編集 斐川宍道水道企業団

島根県出雲市斐川町上庄原

電話（ ） －

（ ） －

令和２年 月発行


